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縁
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京
都
国
立
博
物
館

に
お
い
て
、
ご
く
最

近

の
本
年
四
月
五
日
～
五
月
七

日
に
、
伏
見
天
皇
関
係

の
書
跡
が
十
点

ほ
ど
ま
と
め

て
展
示
さ
れ

て

い
た
が
、
そ

の
う
ち

の

一
つ
に

『
伏
見
天
皇
震
翰
願
文
』
が
あ

っ
た
。
能
書
家

の
伏
見
天
皇

の
震
翰
と
し
て
各
種
書
道

辞
典

な
ど
に
も
取
り
上

げ
ら
れ

て
い
る
、
重
文
指
定

の

一
巻
。

正
和
二
年

(
=
二
=
二
)

二
月
九

日
付

の
も

の
で
、

「か

つ
て
父
・
後
深
草
天
皇
が
毎
年

の
斎
会

で
使
う

た
め
書

写
し
」

「奉
納
す

る
も
、

い

つ
の
間
に
か
紛
失

し
て
し
ま

っ
た
た
め
」
、

そ
れ
を
嘆

い
て

「伏
見
天
皇
が

子
の
後
伏
見
天
皇
と

石
清
水
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ユ
 

幡
宮

に
参
籠

し
、
紺
紙
金
字

の
最
勝
王
経

一
部
十
巻
を
書
写

・奉
納
し
た
」
、

そ
の
際

の
願
文

で
あ
る
。
同
願
文

の
中
に
、

こ
ん
な

一
節
が
見
ら

れ

る
。

 
 
剥

習
醐
之
験

二
霊
威

一也
、
受

二
 
磐
余
彦

之
余
商

ハ
調

劉
翻

之
序

二
司
律

一也
、
伝

二
燧
人
氏
之
洪
図
↓
廿

一
社
之
中
配
二
第

二
神

ハ
構
六
旬

之

 
 
始
掌

二其

三
節

殉
信

逼
雲
雨
蒼
 

之
色
、
遥

輻
の
削
詣
酉

編
之
、西
解

煙
霞
芳
菲
之
影
、
翼
迎
一
創
山
東
郊
,之
、東
冨

鳩
形
表
瑞
而
嚴
二
男
山
之
化
現
「

 
 
鶯

唇
歌
徳
而
悦

二
王
沢
之
広
被

↓
教
和
尚

之
衣
、
潟
二
蓮
眼
於
露
襟
之
上
ハ
太
史
官
之
書
、

記
二
木
精
於
月
令

之
次

叩
三
尊

之
並
二
本
地

一也
、



 
 
白
毫
飾
レ
相
、

五
行
之
正
二
法
度

一也
、
蒼

牙
垂
レ
象
。

…
…

 

八
幡

「大

菩
薩

」
に

つ
い
て
、

一
貫
し
て

「義
皇
帝

」
す
な
わ
ち
中
国

の
伏
義
と
対
比
し
な
が

ら
、
叙
述

し
て

い
る
よ
う
で
あ

る
。

そ

の
中

で
、
波
線

部

は
、

「教

和
尚
」
す
な
わ
ち
行
教
が
、
男

山
に
八
幡
神
を
勧
請
す

る
こ
と

に
な

る
直
前
に
、

そ

の

「衣
」

の
上
に
八
幡
神

の

「本

地
」

た
る
阿
弥
陀

「
三
尊
」
が
影
現
し
た
、
と

い
う
、
言
わ
ば

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
と
も
称
す

べ
き
も

の
に
、
基
づ
く
記
述
な

の
で
あ
ろ

う
。

「更
迎
レ
自
二
東
郊

之
東

こ

と

い
う
東
方

の
天
帝

・
伏
義

に
対
し
て
、

「遥
転
レ
自

二
西
海
之
西

こ

と
記
さ
れ

る

(破
線

部
)

か
ら
、

「
阿
弥

陀
」

と
明
記
さ
れ
な

い
が
、
右

の

「
三
尊
」
は
、

阿
弥
陀
三
尊
と
捉
え
ら
れ

て
い
よ
う
。
ま
た
、

そ

の
衣
上

へ
の
影
現
が
鳩

の
化
現

(
二
重
傍

線
部
)

に
続

い
て
記
述
さ
れ

て
い
る

の
は
、
後
引

『
金
剛
般
若
経
験
記
』
や

『
八
幡
愚
童

訓
』

乙
本

「遷
坐
事
」

の
記
事
と
共
通
す

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ 
ロ

八
幡
本

地
衣
上
影
現
説
話

は
、
応
和

二
年

(九
六

二
)

の
奥
書
を
持

つ

『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』

あ
た
り
を
初
出
文
献
と

し
て
、
後
述

す

る

こ
と
に
な
る
大
江
匡
房

の
諸
著
作
や

『
続
古
事
談
』
、
も
ち
ろ
ん
八
幡
関
係

の
諸
文
献
な
ど
、
以
降

の
多
く

の
様

々
な
文
献
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

右

の

『
伏
見
天
皇
震
翰
願
文
』

の
記
事
は
、

そ
う

し
た
同
説
話

の
流
布
ぶ

り
を
示
す

一
っ
の
事
例

で
も
あ
る
。

小
稿

に
お

い
て
は
、
新
出

の
も

の
と
見
ら
れ
る

『
江
記
』
逸

文
と
、
さ
ら
に
は
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰

で
知
ら
れ
た
嵯
峨
法
輪
寺

の
縁
起
伝
承
と
、

そ
れ
ぞ
れ
を
通

し
て
、

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
が
流
布

し
展
開

し
て
い

っ
た
、
そ

の
様
相

の

一
端
を

い
く

つ
か
垣
間
見
よ
う
と
す

る
も

の
で

あ
る
。

2

『
諸
神
記
』
所
引

「
寛
治
八
年

江
記
」

『
諸
神

記
』

と

い
う
書
が
あ

る
。
例
え
ば

『
神
道
大
辞
典
』

(平

凡
社
、
昭

12
)

に
、

 

三
巻
。

著
者
不
明
。
戦

国
末
期

の
作
。
内
容
は

『
諸
社
根
元
記
』
と
酷
似
し
、
体
裁
が

そ
れ
よ
り
も
整

つ
て
ゐ
る
と

こ
ろ
よ
り
察
し

て
、

 

恐
ら
く

『
諸
社
根

元
記
』
を

元
に
、

同
じ
く
吉

田
家

の
手

で
書

か
れ
た
も

の
で
あ
ら
う
。



と
解

説
さ
れ

て
い
る
も

の
で
、
『
国
史
大
辞
典
』

(吉
川

弘
文
館
、
昭

61
)
な
ど

の

「諸
社
根

元
記
」
条
も
、

ほ
ぼ

同
様
に
記
す
。

 
右
解

説
中

に
見
え
る

『
諸
社
根

元
記
』
は
、
『
神
祇
全
書
』

一
に
翻
劇
が
収
載
さ
れ

て
い
る
が
、
『
諸
神
記
』

の
方
は
未
翻
刻

で
、
版
行
さ
れ

た

こ
と
が
な

い
よ
う

で
あ

る
。
た
だ
、

『
国
書
総
目
録
』
な
ど

に
拠
る
に
、
相
当
数

の
写
本
が
現
伝

し
て
い
る
。
『
諸
神
記
』
自
体
に

つ
い
て
、

あ
る

い
は
同
書
と
関
係
深

い

『
諸
社
根

元
記
』

の
成
立

に

つ
い
て
、
深
く
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ
ら
写
本
を

で
き

る
限

り
多

く
収
集

し
比
較
対
照
す

る

こ
と
が
不
可
欠

の
作
業
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
小
稿

は
、
そ
う

し
た

こ
と
を
意

図
す

る
も

の
で
は
な

い
の
で
、
取

り
敢

え
ず
北

海
学

園
大
学
北
駕
文
庫

所
蔵
本

(請
求
記
号

「
神
8
2
M
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ

ル
ム
に
拠

る
)
と
京
都
大
学

附
属
図
書
館

所
蔵
本

(請
求

記
号

「
0
3

マ
ー
」
松
岡
叢
書
巻

二
)
と

二
種

の
写
本

に
基

づ

い
て
、
『
諸
神
記
』

の
本
文
を

見
る
こ
と

に
し
た

い
。

引
用

の
際

は
、
前
者

に
拠

っ
て
本
文
を
掲
げ
、
そ
れ
と
は
異
な
る
本
文
が
後
者

に
見
ら
れ

る
場
合
に
、

そ

の
本
文
を
括
弧

に
入
れ
て
傍
記

す

る

こ
と
と
す
る
。

さ

て
、

そ

の

『
諸
神
記
』
三
巻
を
繕
く

に
、
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
を
含
ん
だ
、

「
一
、
石
清
水
八
幡
宮
事

」
と
題
す
る
記
事
が
、
巻
中

に

見
出
せ
る
。

『
諸
社
根

元
記
』

に
は
な

く
て

『
諸
神
記
』

の
方

に
だ
け
見
ら
れ
る
記
事

で
あ
る
。
全
文
、
次

の
通
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(公
)

 
 
寛
治

八
年
江
記
云
、

石
清
水
別
当
頼
清

云
、
行
教

和
尚
、
籠
於
宇
佐
宮
、

一
夏
九
旬
之
問
、
昼
読
大
乗
経
、
夜
論
真
言
、
増
法
楽
、
有
託

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(苔
) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(書
)

軍

我
皇

城
霧

欲
姦

護
国
家
耳
々
、
御
体
事

、
ご

呂
中

-

 

画

陣

遷

継

行
教
和
尚
警

図
≧

A
.

 
 

所
懸
於
内
殿
之
像
是
也
、

人
不
奉

見
云
々
、
外
殿
所
奉
安

之
木
像
者
㍉

敦
実
親
王
所
奉
造
云
々
、
委
細
見
本
記
、

 
 
 

*
北
海
学

園
大
学
本

で
は
、
傍
線

部
中

の

「画
」

(旧
字
体

「書
」
を
記
載
)

に

つ
い
て
、

「書
欺
」

と

い
う
傍
注
が
付
さ
れ
て

い
る
。

 
 
 

*
傍

記
し
た
う
ち

「苔
」

に

つ
い
て
。
北
海
学
園
大
学
本

の

「
衣
筥
」

二
字
が
、
京
大
本

で
は

「苔
」

一
字
に
な

っ
て
い
る
。

 
 
 

*
右

「苔
」
も
含

め
て
、
京
大
本

に
見
ら
れ
る
異
文

の
方
が

い
ず
れ
も
、
誤

っ
た
本
文
を
伝
え

て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(公
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(紀
)

 

冒
頭

に

「寛
治

八
年
江
記
云
」
と
あ

る
か
ら
、
続
く

「石
清
水
別
当
頼
清

云
」
か
ら
末
尾

の

「委
細

見
本

記
」

の
直
前
ま

で
は
、
大

江
匡
房

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相

3



の
日
記

『
江
記
』

の
逸
文

の
よ
う

で
あ
る
。

し
か
し
、
木
本
好
信
編

『
江
記
逸
文
集
成
』

(国
書
刊

行
会
、
昭

60
)

に
採
録
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま

た
、
他

に
そ

の
存
在

に

つ
い
て
指
摘
し
た
も

の
が
あ

る
の
を
知
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
右
は
、
『
江
記
』
の
新
出

の
逸
文
か
と
見
ら
れ

る
も

の
な

の
で
あ

る
。

そ

の
点

に
ま
ず
、
右

記
事

の
第

一
の
意
義
が
存
す
る
。

 
そ
し

て
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、
右

の
新
出
逸
文

は
、
小
稿
が
取

り
上
げ

る
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話

の
展
開
な
ど
を
考
え

る
う
え

で
も
、

あ
れ

こ
れ
と
意
義
深

い
も

の
を
持

っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ま
ず

は
、

こ
の
新
出

の

「寛
治
八
年

江
記
」
に
注

目
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

同
説

話

の
流
布

・
展

開

の
諸
相
を
窺

っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

■
一 

「寛
治

八
年

江
記
」
か
ら

『
続
古
事
談

』

へ

 
『
続
古
事
談

』
と

い
う
作
品

に

つ
い
て
の
注
釈
的
研
究
は
、
こ
こ
十
年
余
り

の
間
に
大
き
く
進
展
し
た
と
言

っ
て
よ

い
。
神
戸
説
話

研
究
会
編

『
続
古
事
談
注
解
』
(
和
泉
書
院
、
平

6
)
と
い
う
初
め

て
の
本
格
的
な
注
釈
書

の
刊
行

の
う
え

に
、
簡
略
な
注
釈
な

が
ら
播
磨

光
寿
他
編

『
続

古
事
談
』

(お
う
ふ
う
、

平

14
)
が
加
わ
り
、
そ

の
上
に
新

日
本
古
典

文
学
大
系

41

『
古
事
談

続
古
事
談
』

(川
端
善
明

・
荒
木

浩
校
注
解
説
、

岩
波
書
店
、
平

17
)
が
最
近

に
刊
行
さ
れ

て
、
さ
ら
に
飛
躍
的
な
前
進
を
遂
げ

る
に
至

っ
て
い
る
。
無
論
、
そ
れ
ら
注
釈
書
が
刊
行
さ

れ
る
以

前
よ

り
、
種

々
の
視
点

か
ら

の
研
究

が
な
さ
れ
て
も

い
る
。

 

そ

の

『
続

古
事

談
』

の
巻

四

「神
社

仏
事
」
が
、
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
な
ど
を
伝
え
る
第

一
話
以
下
、
第

二
話
を
経

て
第

三
話
に
至
る

ま

で
、

八
幡

関
係

の
話
題
を
冒
頭
部

に
連
ね

て
い
る
。

そ
れ
ら

の
う
ち
第

三
話
に

っ
い
て
は
、
既

に
典
拠
が
指
摘
さ

れ
て

い
る
が
、

第

一
話

と

第

二
話

に

っ
い
て
は
、
右

の
諸
注
釈

・
諸
研
究

に
お
い
て
多

く

の
同
類
話
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
も

の
の
、
典

拠
と
言
う

べ
き
も

の
は
今
な

お
明

ら

か
に
さ
れ

て

い
な

い
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
巻

四
冒
頭
話
群
を
特
に
取
り
上
げ

た
生
井
真

理
子

「『
続
古
事
談
』
と

『
古
事
談
』
1
右

清
水

八
幡

宮
余
話
1

」

(池
上
洵

一
編

『
論
集

説
話
と
説
話
集
』
和
泉
書
院
、
平

13
)

に
お

い
て
も
、
典
拠

の
指
摘
は
見
ら
れ
な

い
。

4



 

そ
ん
な
状
況

の
な
か
、
前
節

に
掲
げ

た

『
諸
神
記
』

の
記
事
、
『
江
記
』
新
出
逸
文
は
、
第

一
話
あ
る

い
は
第

二
話

の
典
拠

の

一
つ
と

し
て
注

目
さ
れ

る
べ
き
も

の
か
と
考

え
ら
れ

る
。
そ

の
こ
と
を
確

認
す

る
た
め
次
に
、
『
続
古
事
談
』
巻

四

の
第

一
話
・
第

二
話

の
全
文
を
、
『
諸
神

記
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ヨ
 

所
引

「寛

治
八
年

江
記
」

の
本
文
と
上

下
対
照
さ

せ
る
形
で
掲
げ

て
み
る
。
な
お
、
便
宜
上
、
『
続
古
事
談
』

の
行
頭

に
通

し
番
号
を
付

し
た
。

『
続
古
事
談
』

〈巻

四
第

一
話

>

1
行

教

和

尚

、

一
夏

九

旬

、 

{
宮

に
 

て
、

昼

は
大

乗

経

を

読
、

夜

は
真

2
言

を

論

し

て
、

法
楽

し
た

て
ま

つ
る
。

3
九

旬

み
ち

な

ん

と

す

る
時

に
、

4

「我

.
,
王

城

α
近

辺
、に
,向

で
"
、
、国
家

を

粛

も

馴

だ
,で
ま
,
つ
、ら
「ん
〕

と

託
宣

5
し

た

ま

ひ
け

れ

ば

、

6
涙

を
な

が

し

て
、

「十

日
延

て
、
御

姻

を

見

た

て
ま

っ
ら

ん

」

と
祈

に
、
.

7

「暴

箱

を
見

る
べ
し
」

と
託
宣

あ
り
け
れ
ば
、

こ
れ
を
見
る
に
、

8
 

巾

の

ロ
舷

の
う

 

に
、

字

に

も

あ

ら
ず

、

絵

に
も

あ

ら
ず

、

阿

弥

陀

三

9
尊

、

現

じ
給

へ
り
。

10
行
教

、

此

御

す

が

た

を

う

っ
し

た

て
ま

つ
る
。

11
さ

て
京

へ
の
ぼ

り

て

こ

の
よ

し

を

奏
す

る

に
、

御

門

の
御

夢

に
、

男

山

の

12
上

に
紫

雲

た
ち

の
ぼ

り

て
王

城

を

覆

へ
り
、

と
御

覧

じ

き
。

此

事

な

る

べ

「寛
治

八
年
江
記
」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行

教

和

尚

、 

二
於
虐

{

宮

「

一
夏

九

旬

之

間
、

昼
読

二

 

 

 

 

 

 

 

 

む

大

乗

経

「
夜

踊

二
真

言

「
増

二
法
楽

↓

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有

二
託
宣

『

「我
向
¶主

城
近
所

「
,欲
峯

鎮
ゴ
護
国

家

一」

却
」

。

 
々

御

体

事

、

 

 

(苔
)

夜

三
衣

筥

中

 
 
 
 

邉

七
帖
衣
上
、
非
字

画
、
現
二
阿
弥
陀

三
尊

↓

往
教

和
尚
蜘
奉
レ
図
レ
之
。

5

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相



 
13
し
、
と

て

い
そ
ぎ

御
殿
を

つ
く
り
、

 
14
内

殿

の
う
ち

に
此
御
体
を
か
け
た

て
ま

つ
る
。

人
あ

へ
て
見
事
な

し
。 

 
 

 

今
所
レ
懸
二
於
内
殿

一之
像
是
也
。
人
不
レ
奉
レ
見
云
々
。

 
15
た
ゴ
、
御
殿

の
あ
つ

か
り
、
御

座
を
し
く
時
、
う

し
ろ
む
き
て
し
く
。

こ

 
16

の
内
殿

の
中
は
、

つ
ね

に
か
う
ば

し
き
香

に
ほ

へ
り
と
そ
。

 

〈巻

四
第

二
話
>

 
17
行
教
和
尚

、
大
菩
薩

の
御
前

に
候

て
、
勅
命
を
う
け
た
ま
は
る
け
し
き
あ

 
18
り
け
り
。

始

の
別
当
安
宗
、
大
菩
薩

の
御
草
鮭

の
鼻
、
水
精

の
御
念
珠

の

 

19
十
弟
子
を

み
た

て
ま

つ
り
け
り
。

 

20
外
殿

の
木
像

は
、
敦

実
親

王

つ
く
り
た
て
ま

っ
れ
る
な

り
。 
 
 
 
 
 
 
 

外
殿
所
レ
奉
レ
安
之
木
像
者
、

敦
実
親

王
所
レ
奉
レ
造

云
々

 

21
始

て
御
供

を
た
て
ま

っ
り
け
る
に
は
、
雅
信

・
重

信
、
束
帯
に
て
役

し
た

 

22
ま
ひ
け
り
。

保
延

の
火
事

に
、
な
に
も
み
な
や
け

に
け
り
。

口
惜
事
也
。

 

23
江
帥
中

け

る
は
、

「大
菩
薩

は
釈
迦

の
三
尊

也
。
或
聖

人
、
釈
迦
仏
を
奉
レ

 

24
見
と
祈

て
眼
を
閉
た
る
ほ
ど

に
、
と
ぶ
が
ご
と
く

に
し
て
八
幡

の
宝
前

に

 

25
ま

い
れ

り
け
り
。
釈
迦
仏
に
お
は
し
ま
す
な

る
べ
し
」
。
大
権

の
化
権
な

 

26
れ
ば
、
釈
迦
、
弥
陀
、

い
つ
れ
に
て
も
あ
る
べ
き

に
や
。

 
第

1
～
5
行

の

『
続
古
事
談
』
本

文
が
、
第

3
行

「
九
旬

み
ち
な

ん
と
す

る
時

に
」

(
二
重
傍
線
部
)

の

一
節

を
除

き
、

「寛
治

八
年
江
記
」

と
対
応
し
酷

似
す
る

こ
と
、
ま
ず

目
に
付

く
。

「寛
治
八
年
江
記
」
の
傍
点
部

に
『
続
古
事
談
』
本
文

と

の
微
細
な
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
「寛

治

八
年
江
記
」
の

「籠

二
於
宇
佐
宮

こ

と

「
一
夏
九
旬

之
間
」
に
対
応
す
る
記
事
が
、
『
続
古
事
談
』
で
は
逆

の
順
序

に
置
か
れ

て
い
る

(第

1

6



行
各
実
線

部
)
こ
と
以
外
は
、
両
者

ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ

っ
て
、
『
続
古
事
談
』
は
、
「寛
治

八
年
江
記
」
を
そ

の
ま
ま
和
文
化
し
た
も

の
と
言

つ

て
も

い
い
く

ら

い
で
あ
ろ
う
。

両
者

の
近
さ

は
、
従
来
指
摘

さ
れ

て
き
た
、

同
類
話

を
載

せ
る
諸
文
献
と

の
対
比
に
よ

っ
て
、

よ
り

一
層
明
白
と
な

る
。

次
に
は
、
そ
う

し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハる
 

た
文
献

の
う
ち
、
『
続
古
事
談
』

と
同
時
代
頃
か
そ
れ
以
前

の
も

の
に
限
定

し
て
、

い
く

つ
か
列
挙

し
て
み
る
。

 

a
行
教

…
…
愛

以
二
去
貞
観

元
年

「
参
二
拝
筑
紫
豊
前

国
宇
佐
宮

「
四
月
十

五
日
参
二
著
彼
宮

舶

一
夏
之
間
祇
二
候
宝
前

ハ
昼
転

二読
大
乗
経

「
至

 
 
レ
夜

踊
二念
真
言
密
教
ハ
六
時
不
断
、
奉
レ
廻
二向
三
所
大
菩
薩

一也
。
九
旬
已
畢
、
欲
レ
帰
一一本
都

噂之
間
、
以
二
七
月
十
五
β
夜
半
「
大
菩
薩
於
二

 
 

行
教

一示
仰
宣
、
「吾
深
感

二
応
汝

之
修
善

噛
敢
不
レ
可
二
思
忘

↓
須
一
遅
都
移
坐
鎮
蝦
護
、国
家
ハ
汝
可
二
祈
請

こ

者
。
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
石
清

水
八
幡
宮
護
国
寺
略
記
』
、
新
校
群
書
類
従
)

 

b
行
教
大
法
師
発
二
何
宇
佐
宮

ハ 

…
…
貞
観

元
年
四
月
十
五
日
参
二
大
菩
薩
宝
前

明

一
夏

不
断
読
二
諦
経
典

「
六
時

不
退
念
二
持
真
言

「
廻
二
向

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(忍
忘

力
)

 
 

権
現

「
祈

二誓

国
家

↓
九
旬

漸
満
、

三
月

巳
畢
。

七
月
十
五
日
夜
半
、
大
菩
薩
示
レ
仰

云
、

「吾
深
感
二
応
汝

之
修
善
「
不
二
敢
忘

忍

↓
逓

都

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ら
 

 
 
移
座
、
鎮
劃護
国
家
叩
汝
可
二祈
請
一
云
々
」
者
。
…
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『
石
清
水
遷
座
縁
起
』
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(至
力
)

 

c
寺
僧
行
教
入
唐
帰
朝
次
、
参
二
詣
研

系

兄
削
国
心
 

宮

輔

一 

九
旬
間
 
・
転

二読
大
般
若
経

帽り

口

二
干
理
趣
分

一時
、
…
…
感
歎
自
排

二
御

 
 

宝
帳

ハ
招
二
寄
和
尚

』
旦
、

「汝

為
レ
我

講
二
念
経

呪
「
染
心
冷
レ
思
。
与
レ
汝
共
上
洛
、
擁

二護
釈

迦
教
跡

ハ
保
二
護

百
王
聖
胤

一云
々
」

…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハ 
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(「七
」術
力
)

 

d
行
教
和
尚

…
…
蒙

二 
勅
命

ハ
参
二
向
於
彼
宮

↓

一
夏
九
旬
之
勤
修
、
昼
夜
定
時
之
廻
向
、
殊
応

二
神
慮

「
立
垂
二
明
竪

↓

同
七
年
七
月
十

五

 
 

日
示
現

日
、

「吾
深
感

二
応
汝

之
修
善

ハ
不
二敢

忍
ジ
忘
。
移
コ
塞
近
都

抽
、鎮
一司護
,国
、家
,↓
汝
可
二
祈
請

こ

者
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
朝
野
群
載
』
巻

十
六
所
収
天
永
四
年

〈
一
一
=
二
〉
「
石
清
水

八
幡
宮
護
国
寺
牒
」
、
新
訂
増
補

国
史
大
系
)

 

e
行
教
奉

二
 
勅
命

「
於
二
宇
佐
宮

ハ
奉
レ
転
二
読
金
剛
般
若
経

司
従
二神
殿
中

一大
菩
薩

発
二
神
語

一言
、

「受
二
甚
深
之
法
施

「
得

二
殊
勝
之
妙
楽

明

 
 
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相

7



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハマ
リ

 
 
我
伴

二
和
尚

一住
二
於
京
都

「
専
興

二仏
法

一可
レ
護

二
王
法

こ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(『
金
剛
般
若
経
験
記
』
)

 
f
昔

シ
、
大
菩
薩
、
宇
佐

ノ
宮

二
御
ケ

ル
時
、
大
安
寺

ノ
僧
行
教

ト
云

フ
人
、
彼

ノ
宮

二
参
テ
候

ヒ
ケ

ル

ニ
、
大
菩
薩

示

シ
給

バ
ク
、

「我

レ
、

 
 
蚕
城

ヲ
護

ヲ
肉
ガ
為
,
コ
親

、グ
遷
デ

ム
N
思

ズ
。

而

ル

ニ
、
汝

二
具
シ
テ
行

カ
ム
ト
思

フ
」
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『
今
昔
物
語
集
』
巻

十
二
ー

10
、
新

β
本
古
典
文
学
大
系
)

 

い
ず
れ
も
、
『
続
古
事
談
』
第

1
～
5
行
と
概

ね
内
容
的

に
共
通
す

る
し
、
実
線
部

・
波
線
部

・
破
線
部

に
は
特
に
、
『
続
古
事
談
』

の
各
線

部
と

か
な

り
近
似
す

る
表

現
が
見
ら
れ
た
り
す

る
が
、
「寛
治

八
年
江
記
」
の
各
線

部
ほ
ど

に
近
く
は
な

い
。

た
だ
、

a
特

に
は

b
の
二
重
傍
線

部

は
、

「寛
治

八
年
江
記
」

に
対
応
す

る
記
事

の
見
ら
れ
な
か

っ
た

『
続
古
事
談
』
第
3
行
と

一
致

し
て

い
て
注
意
さ
れ

る
。

し
か
し

一
方

、

『
続
古
事
談
』

の

「法
楽

し
た
て
ま

つ
る
」

(第

2
行
)

と

「寛
治
八
年
江
記
」

の

「増
二
法
楽

こ

と
は
、

「増
」

の
部
分

に
差
異
が
認
め
ら
れ

 き
 

る
も

の
の

一
致

し
て

い
る
が
、

a
b
を
含

め
て
右

の
諸
文
献
に
は
そ
も
そ
も

「法
楽
」
と

い
う
表
現
自
体
が
見
ら
れ
ず
、

対
応
記
事
が
な

い
。

あ
る

い
は
、
右

の
諸
文
献

の
記
事
は
、

「寛
治
八
年
江
記
」

の
場
合
と
違

っ
て
、
『
続
古
事
談
』
と
は
対
応

し
な

い
内
容

を
色

々
と
含
ん

で
も

い

る

(例
え
ば

a
の
波
線
部

と
二
重
線
傍
線
部

の
中
間
)
。
結
局

の
と

こ
ろ
、

こ
れ
ら
諸
文
献
と
対
比
す

る
な
ら
ば
、

「寛
治

八
年

江
記
」
が

『
続

古
事
談
』

と
酷

似
す
る

こ
と
、

一
層
際
立

つ
も

の
が
あ
ろ
う
。

 

続

く
第

6
～

10
行

の
う
ち
後
半

の
第

8
行
以
下

の
、
ま
さ

に
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
と
言
う

べ
き
部
分
も
、
「寛
治
八
年
江
記
」
と
酷
似
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(書
)

る
。
『
続
古
事
談
』
第

8
行

の

「字

に
も
あ
ら
ず
、
絵

に
も
あ
ら
ず
」

(波
線
部
)
と
対
応
す

る
よ
う

で
あ
る

「寛
治
八
年
江
記
」
の

「非
字

画
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

む

(波
線
部

)
は
、
恐
ら
く

は
、

本
来

「非
字
非
画
」
で
あ

っ
た

の
が
、
『
諸
神
記
』

に
至
る
ま
で
の
い
ず

れ
か

の
段
階

に
お

い
て
、

「非
」
が
繰

り
返

し
出
現
す

る
と

こ
ろ

か
ら
後
者

の
方
が
誤
脱
さ
れ
た
も

の
か
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
す
れ
ば
、
第

8
～

10
行

は
、
両
者

ほ
と
ん
ど
同
文

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

先

の
場
合
と
同
様
、
従
来
指
摘
さ

れ
て
い
る
諸
文
献
を
眺
め

て
、
対
比
し

て
お
こ
う
。

 

9
…

…
行

…教
云
、
,「通
」

日
認

一
躍

の
有

コ
貴

約
.ハ
糞

コ見
御

眉

俸

剛
、
世
間

又
項

一引信
,受
,二
欺
α,
願

垂

コ
示

現

引摘

、弥
.凝

昌引懇

篤
一
、莫
。

詞
未

レ
詑

、
稠

8



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(頭
力
)

 
尚

糸
杉
 
袖

 
f
、
辱
遡
=
 

量
 
。
弥
凝
レ
信
、
戴
レ
頸

上
洛
。
途
間
物
語
不
レ
断
。 
 
 

(『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』
、

c
の
続
き
)

h
和
尚
忽

奉
二
神

語

一奏
聞
而
言
、

「錐
レ
奉
二
神
語

一誰
以
信
受
」
。
神
語
而
言
、

「在
二
乗
舩
之
時

需 
」
。
和
尚

不
レ
知
二
手
之
舞

足
之
踏

ハ
早
出
二

社

頭

一到

二着

舩
津

司
解
縄
之
時
、
金
色
鳩
居
二
檀
上

↓
即
金
色
鳩
鳥
之
影
、
潟
二
和
尚
袖

「
弱
陀
一一 

之
影
、 

二
和
尚

之
 

↓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
金
剛
般
若
経
験
記
』
、

e
の
続
き
)

i
行

教

、

此

レ

ヲ
聞

テ
、

謹

ム
デ

礼
拝

シ
テ
奉

リ

ケ

ル

ニ
、
忽

二
行

 

ノ
 

タ

ノ
 

ニ

w 

ノ
一一 

ノ
御

と

ニ
テ

遷

リ
卒

カ

セ
御

マ
、、
テ

 
熱

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『今
昔
物
語
集
』
巻
十
ニ
ー
10
、
f
の
続
き
)

ー
康
和

二
年
、
有
三
二
練
幡
「
出
レ
自

二
御
殿
噛
垂
レ
虚

飛
揚
。
尋
二
其
本
体

ハ
応
神
天
皇
之
神

霊
也
。
…
…
其

母
神
功
皇
后
…
…
仲
哀

天
皇
、

 
即
是
大
菩
薩

之
考
廟
也
。
称
レ
之

三
所
。

尋
二其
内
験

ハ

日
 
二
於
行
 
和
尚
 

 
ハ 

レ
圓
 
レ
 
、
浮
二
弱
陀
ゴ
 

之
 

舶
然
則
本
朝
之
宗

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 き
ね

 
廟
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
筥
崎
宮
記
』
)

 

メ
 
リ
タ
マ
フ
セ
イ
 
 
 
 
ハ
マ
ニ 
 
 
ニ
キ
ヨ
シ
モ
シ
ヲ
ト
コ 
 
 
 
 キ
ニ 
 
こ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
ナ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ヲ
 
 
セ
ン
 
ト
ヤ

k
初

降

二

西

海

之

濱

「
後

御

二
 

男

山

之

頂

↓
昔

行

教

和

尚
、

奉

レ
渡

二
正
体

「
非

レ
画

非
レ
字

、

三
衣

之

上

浮

三
二
尊

之
影

舶
為
レ

雨

 

セ
ン
ト
ヤ
 
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
シ
ヲ

為

レ
雲

万
里

之

東

立

二
万
代

之

祠

↓

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
江
都

督

納

言

願

文
集

』

巻

一
所
収

天
永

元
年

〈
一

一
一
〇
〉

「八

幡
御

塔

」

願

文
、

六

地
蔵

寺

善

本
叢

刊
)

1
大
安

寺

本
宮

与

二
石
清

水
宮

寺

一者

、

錐

二
其

処

異

ハ
同

是
大

菩
薩

霊
応

之

地

也
。

其

故
者

、

行

 

和
尚

 

二
'

影

、、=
 

ハ
先
奉

レ
崇

二
大

安

寺

中

ハ
後
奉

レ
遷

二
石
清

水

上

輔 

 

 

(『
朝

野
群

載

』
巻

十

六

所
収

天
永

四

年

〈
=

=

一一〉
「興
福

寺

大

衆

牒

」
、
新

訂
増

補

国

史

大

系
)

m
行
教

和

尚

此
宮

二
参

テ
、
大

菩

薩

ノ
示

現

ニ
ア

ツ
カ

リ

シ

ニ
、
和

尚

劇

ザ

グ
勲

権
現
メ

.本
地

ヲ

探

見
奉

勇

堵
ド
。

愛

二
和
尚

ノ
力

乾

ノ
上

一

 
肇

陀

三

・ア

ラ

バ
レ
給

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(『
八

幡
宮

巡
拝

記

』

10
、
古

典

文

庫

)

n
世
伝

云
、
行
教

租
尚
致

誠

鍾

黄

,
欲
鈎
視
山権
現
之
本

身

司
愛
和
尚
力
勢
之
 
、 

二
形
畷
陀
一一 

↓
因
レ
之
神
殿
之
内
、
奉
レ
安
二
極
楽

三
身

一

 
云
々
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
東
大
寺
八
幡
験
記
』
所
引

「扶
桑
略
記
」
、
続
群
書
類
従
)

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相

9



 

右

の
各
実
線
部

が
、
『
続
古
事
談
』
第

8
～

9
行
あ
た
り
と

ほ
ぼ
対
応
す
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系

41
に
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
中

で
も

ー

と

k
が
、

「非
レ
画
非
レ
字
」

の
表
現
な
ど
特
に

『
続
古
事
談
』

に
近

い
。

し
か
し
、
そ

の

「非
レ
画
非
レ
字
」
も
、
『
続
古
事
談
』

の

「字

に
も
あ

ら
ず
、
絵

に
も
あ
ら
ず
」

(第

8
行
波
線

部
)

に
比
し

て
、

「非
レ
画
」
と

「非
レ
字
」

の
順
序
が
逆
な

の
で
あ

っ
て
、

そ

の
点
、

「寛
治

八
年
江

記
」

の
本
文
が
先
述
通
り
本
来

「非
レ
字
非
レ
画
」

で
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ

の
方
が

『
続
古
事
談
』

に
よ
り

一
層
近
く
、
全
く

の
同
文

と

い
う

こ

と

に
な

る
。

ま
た
、
三
尊

の
現
じ
た

場
所
を
、
『
続
古
事
談
』
は
、

「三
衣
」

の

一
つ
の

「七
帖

の
袈
裟

の
う

へ
」

(第

8
行
実
線
部
)
と
特
定
す

る
が
、
・3
k
は

「衣
上
」
「三
衣
之
上
」
と

し
か
記
さ
な

い
。
右

の
う
ち

の
ー
k
以
外

の
諸
文
献
に
お

い
て
も
、
両
者
近
似
す
る
面

の
あ

る

m
と

n
は

「袈
裟

ノ

(之
)
上
」

と
す

る
が
、
ま
さ

に
七
帖

の
袈
裟

の
上
と
す
る
も

の
は
見
ら
れ
な

い
。

そ
れ
に
対

し
て

「寛
治
八
年
江
記
」

の
場

 
 
 
 
 

む
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 む

合
、

「七
帖

の
袈
裟

の
う

へ
」
で
な
く

「七
帖
衣
上
」

(実
線
部
)
で
あ

っ
て
、
微
細

な
表
現

の
差

異
は
存
す

る
も

の
の
、
『
続
古
事
談
』
と
共

通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す

る
。
さ

ら
に
、
『
続
古
事
談
』
第

10
行

「行
教
、
此
御
す
が
た
を
う

つ
し
た
て
ま

つ
る
」

に
対

し
て
、

「寛
治
八
年
江
記
」

の

「行
教
和
尚
敬

奉
レ
図
レ
之
」

ほ
ど
に
近

い

(傍
点
部
な
ど
に
差
異

は
認
め
ら
れ
る
が
)
も

の
は
、
右

の
諸
文
献
に
は
見
ら
れ
な

い
。

 
結

局
、
先

の

『
続
古
事
談
』

の
第

1
～

5
行

(第

3
行
を
除

く
)
と
右

の
第

8
～

10
行

に

っ
い
て
は
、

「寛
治

八
年
江
記
」
の
本

文
が
、
従
来

指
摘
さ
れ

て
き
た
他

の
諸
文
献

に
比

し
て
も
圧
倒
的

に
類
似
度
が
高
く
、
同
文
的
あ
る
い
は
ま
さ

に
同
文
な

の
で
あ

っ
て
、

「寛
治
八
年
江
記
」

を
典
拠
と
す

る
も

の
と

見
て
間
違

い
あ
る
ま

い
。
た
だ
、
同
書
に
対
応
記
事

の
見
ら
れ
な
か

っ
た

『
続
古
事
談
』
第

3
行

の

一
節

に
関

し
て
は
、

そ
れ
と

の
対
応
記
事
を

『
諸
神
記
』

所
収
逸
文
が
誤
脱
あ
る

い
は
省
略
し

て
い
る
の
で
な
け
れ
ば

、
先
引

a
b
の
如
き
他

の
文
献

に
拠

っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

 
『
続

古
事
談

』
の
右

の
二
箇
所

の
中
間
、
第

6
～

7
行

に

つ
い
て
は
、
右

の
二
箇
所

の
よ
う
に

「寛
治
八
年

江
記
」
に
同
文
的
記
事

が
見
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(苔
)

る
と

い
う

の
で
は
な

い
。

し
か

し
、

「寛
治

八
年
江
記
」

の
対
応
箇
所

「御
体
事
、
夜

三
衣
筥
中
」
に
含
ま
れ

る

「御
体
」

「三
衣
筥
」
が
、
『
続

古
事
談
』

の
第

6
行
に

「御
体
」
、
第

7
行

に

「三
衣
箱

」
と
、
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る

(実
線

部
)

こ
と
に
、
注
意
さ
れ

る
。

一
方
、
八
幡
神

の

10



本

地

の
衣
上

へ
の
影
現
を
伝

え
る
先

の

9
～

n
に
は
、
第

6
行

「『
十
日
延

て
、
御
体
を
見
た

て
ま

つ
ら
ん
』
と
祈

に
」
と
近

い
内
容
が

9
m
n

の
破
線
部

に
見
ら
れ
た
り
、
さ
ら

に

9

「御

正
体
」
k

「
正
体
」

「三
衣
」
1

「御
影
」

m

「本

地
」

n

「本
身
」
と

い

っ
た
語
は
出
現

し
た

り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

む

も
す

る
も

の
の
、
『
続
古
事
談
』
と
ま
さ

に
共
通
す

る
語

「御
体
」

「
三
衣
箱
」
が
、
影
現
記
事

の
前
後
に
出

て
く

る
も

の
は
な

い
。
特

に
目
立

っ
相
違

は

「箱
」

の
有
無

で
、

i
な
ど
は
、
箱
中

の
衣

で
は
な
く
明
瞭

に

「行
教

ノ
着
タ

ル
衣
」
と
す
る
。
ま
た
、
石
清
水

八
幡

の
縁
起
と

し

て
根
本
的
な

二
種

の
文
献
、
『
石
清
水
八
幡
宮
護

国
寺
略
記
』
と

『
石
清
水
遷
座
縁
起
』
の
場
合

は
、
先
引

a
b
に
続

い
て

「行
教
歓
喜
之
涙
満

 
 
 
 
 

イ
旗

レ
眼
、
膿
仰
之
情

弥
倍
」

「行
教
晦
仰

之
目
不
二暫
捨

ハ
歓
喜
之
涙
弥
難
レ
禁
」
と
、
『
続
古
事
談
』
第

6
行
冒
頭

の

「涙
を
な
が
し
て
」

(
二
重
傍

線

部
)

と
対
応
す

る
記
事

は
見
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
下

の
部

分
と

の
対
応
記
事
、

そ
し
て
衣
上

へ
の
影
現
を
伝
え

る
記
事

は
な

い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
肇

え
た
身

で
さ
ら
に

「寛
治
八
進

記
」
の

(結
礫

事
」
の
豊

則
に

7
…

婁

薗

峯

五
々
」
と
あ
る
こ
と
や

『
諸
神

記
』
が

「寛
治

八
年
江
記
」
を
引
載

し
た
あ
と
に

「委
細

見
二
本
記

こ

と
記
し
て
い
る

こ
と
に
注

目
し
、
ま
た
、
右

に
確
認
し
て
き
た

通
り
前

後

の
箇

所
が
同
文
的

に
な

っ
て
い
る

こ
と
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
元

の

「寛
治
八
年
江
記
」
に
は
、
『
続
古
事
談
』
第

6
～

7
行
と

ほ
ぼ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(苔
)

同
文

の
本

文
が
あ

っ
た
の
を
、
『
諸
神
記
』
あ

る
い
は
そ
れ
以
前

の
い
ず
れ

か
の
段
階

の
も

の
が
、
ま
ず

「御
体
事
」
、
そ
し
て

「夜

三
衣
筥
中
」

と
節
略

し
た

も

の
と
、
推
測

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ

の
推
測
に
大
過
な

い
と
す
れ
ば
、
『
続
古
事
談
』

は
、

こ
の
第

6
～

7
行
に

つ
い
て
も
、

「寛

治
八
年

江
記
」

を
典
拠
と

し
て

い
た
公
算

が
強

い
と

い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

 
『
続
古
事
談
』

第

14
行
も
、

「寛
治
八
年
江
記
」
と
同
文
的

に
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
先
行
あ

る
い
は
同
時
代

頃

の
文
献

に
特

に
近
似
す

る
記

事

が
見
ら
れ

る
わ
け

で
も
な

い

の
で
、

「寛
治
八
年
江
記
」
を
典
拠
と

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題

は
、

「寛
治
八
年
江
記
」
に
対
応
記
事

の
全
く
見
ら
れ
な

い
、
第

11
～

13
行
。

こ
の
箇
所
も
、
右

の
第

6
～

7
行
と
同
様

に
、
『
諸
神
記
』
所
引

の
逸
文

に
省
略
が
あ
る

の
で
あ

っ
て
、

『
江
記
』

に
本
来
あ

っ
た
本
文

に
基
づ

い
た
も

の
で
あ

る
、

と
考
え
る

こ
と
も

で
き

る
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
先

に
見
た
場
合

の
よ
う
に
、
直
前

の
第

10
行
と
対
応
す

る
記
事

「行
教

和
尚

敬
奉
レ
図
レ
之
」

の
下
に

「云
々
」
が
加
え
ら
れ

て
い
る
わ
け

で
も
な

く
、
ま
た
、
同
記
事
が
、
第

14

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相

11



行

と
対
応
す

る

「今
所
レ
懸
二
於
内

殿

一之
像
是
也
」

へ
と
、
内
容
上
も
表
現
上
も
問
題
な

く
繋
が
る

こ
と
か
ら
見
て

(省
略
し
た
う
え

で
、
前
後

う
ま
く
繋
が

る
よ
う
に
調
整

し
た
、
と

い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な

い
だ
ろ
う
が
)
、
そ

の
間

に
省
略
は
な

い
と
捉
え

る
方
が
よ

り
自
然
か

と
考
え
ら

れ
る
。

そ
う
だ

と
す
れ
ば
、
第

11
～

13
行
は
、

別

の
情
報
源
に
拠

っ
て
書

か
れ
た
記
事
と

い
う

こ
と

に
な
る
が
、
そ

の
箇
所

の

一
連

の
内
容

は
、
『
石
清
水
八
幡
宮
護

国
寺
略

記
』
や

『
石
清
水
遷
座
縁
起
』

に
詳
細

に
記
述
さ

れ
て
い
る

こ
と
、
知
ら
れ
て

い
る
通
り

で
あ

っ
て
、

他

の
何
ら

か

の
文
献

に
拠

っ
た
も

の
と
推
測
さ

れ
よ
う
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「寛
治
八
年
江
記
」
の
記
事

の
中
間

に
、
他

の
文
献

の
記
事

を

挟

み
込
む
と

い
う
操
作
を

し
た

の
で
あ

っ
て
、
結
果
、

「寛
治
八
年

江
記
」

の

「今
所
レ
懸
二
於
内
殿

一之
像
是
也
」
を
、
挿
入
記
事

の
末
尾
部

分

に
繋
が

る
よ
う

に
、
第

14
行

「内
殿

の
う
ち
に
此
御
体
を
か
け
た

て
ま

つ
る
」
と
言

い
換
え

て
調
整

し
た
、

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

 
第

20
～

23
行

に

つ
い
て
は
、
関
係

記
事
が

『
古
事
談
』
巻

五
1

3

(新

日
本
古
典
文
学
大
系
)
に
、

 

o
敦

実
親

王
、
奉
レ
造

二立
大
菩
薩
御
影

二
体

{
淋
鱒
砺
「
奉
レ
備

二
御
供
叩
被
レ
致

二祈
誓

一之
後
、
被
レ
奉
二
拝

見

一之
処
、
僧
形
ノ
御
供

二
被
レ
立

二
御

 
 
箸

一
云
云
。

依
レ
之
以
二
法
体

一為

二
御
体

「
奉
レ
安

二置

外
殿

司
多
被
レ
寄
一進

田
園

一
云
云
。
件
御
体
、
保
延
炎
上

之
時
、
不
レ
奉

二
取
出

一焼

失

 
 
云
云
。

と
見
え
る

こ
と

が
知

ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
う
ち
第

20
行
は
、
「寛
治
八
年
江
記
」
と
、
そ
の
二
重
傍
線
部
を
除

い
て
全
く

の
同
文

で
あ

っ
て
、

同
書
を
典
拠

と
す
る
も

の
で
あ

る

こ
と
、

ほ
ぼ

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
第

23
行
は
、
寛
治

八
年

以
後

の

「保
延

の
火
事
」

の
話

題
で
あ

っ

て
、

「寛
治

八
年
江
記
」
を
典
拠
と
し
た
も

の
で
は
あ
り
得
な

い
。

そ
れ
ら

の
中
間

の
第

21
～

22
行
に

つ
い
て
は
、
右

の

o
に
は
同
じ

「御
供
」

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

ハれ
 

の
話
題
を
含

み
な
が
ら
も
直
接

に
関
係
す

る
記
事

は
見
ら
れ
な

い
。
第

20
行
と
対
応
す

る

『
諸
神

記
』
所
収
逸
文

に

「
…
…
敦
実
親

王
所
レ
奉
レ

造
云
々
」
と
あ

る

か
ら
、

「寛
治

八
年
江
記
」
を
引

用
す
る
に
際

し
て
後
続
部
分
が
省
略
さ
れ
て

い
て
、
『
続
古
事
談
』
第

21
～

22
行

の
典

拠
と

な

っ
た
記
事
が

、
そ

の
省
略
さ

れ
た
後
続
部
分

(
の

一
部
)
に
あ

っ
た
可
能
性
が
低
く
な

い
と
考

え
ら
れ

る
。

 

「寛
治

八
年
江

記
」
を
典
拠
と
す

る
こ
と
が
確
実

で
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
第

14
行
と
第

20
行

の
中
間
、
第

15
～

19
行
に

っ
い
て
も
、
直
前

の
第

12



14
行

に
対
応

す

る
部

分

「
人
不
レ
奉
レ
見

云
々
」
か
ら
見

て
、
右

の
第

21
～

22
行
と
同
様

に
、
『
諸
神
記
』
が
省
略

し
て

い
る
だ
け

で
、
本
来

は

「寛
治

八
年

江
記
」
に
あ

っ
た
記
事
を
典
拠
に
し
た
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
低
く
な

い
と
考

え
ら

れ
る
。

た
だ

し
、
そ
う

で
あ
る

の
は
、
第

15

～

16
行

の
み

で
、

第

17
～

19
行
は
別

の
文
献
に
拠

っ
て
い
る
、
と

い
う
よ
う
な

こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
う
し
た
点
に

つ
い
て
推
断
す

る
の

は
難

し

い
。

 

以
上
検
討

し

て
き
た

こ
と
を
総
合
す
れ
ば
、
『
続
古
事
談
』
巻

四
冒
頭
話
群
と

「寛
治
八
年
江
記
」
と

の
関
係
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
結
論

付
け

る

こ
と

が

で
き
る
だ
ろ
う
。
『
続
古
事
談
』

の
第

3
行
を
除
く
第

1
～

10
行
と
第

14
行

・
第

20
行
は
、

「寛
治

八
年
江
記
」
を
典
拠
と

し
た

も

の
で
あ

る

こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
確
実

で
あ

る
。
さ
ら

に
、
第

15
～

19
行

の
全
体

か

一
部
と
第

21
～

22
行

は
、
「寛
治

八
年

江
記
」
を
典
拠
と

し

た
も

の
で
あ

る
可
能
性
が
低

く
な

い
。

一
方
、
第

11
～

13
行
に

っ
い
て
は
、
ま
た
、
逸
文
に
お
け
る
対
応

記
事

の
誤
脱

・
省
略
と

い
う

こ
と
が

な
け
れ
ば
第

3
行

も
、
他

の
文
献
な
ど

に
拠

っ
た

か
と
考
え
ら
れ

る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バむ

 
『
続
古
事
談

』
が

『
江
記
』
を
重
要
な
典

拠

の

一
つ
と
し
て

い
た

こ
と
は
、
実
は
早
く

に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
そ

の

『
江
記
』
を
典
拠

と
す

る
記
事

が
、
従
来
指

摘
さ

れ
て

い
な
か

ワ
た
巻

四

の
第

一
話

と
第

二
話

に
も
拡

が

っ
て
い
る
、

そ

の
こ
と
が
、
今

回
新

た

に
明

ら
か
と

な

っ
た

わ
け

で
あ
る
。
あ
る

い
は
、
同
巻

の
第
三
話
が

『
江
記
』
を
典
拠
と
す

る
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
第

一
話
か
ら
第
三
話
ま
で

の
、

八
幡
関
係

の
話
題

の
並
ぶ
巻

四
冒
頭
話
群
全
体
が
、
『
江
記
』
を
典

拠

の

一
つ
と
仰

い
で
い
た

こ
と
に
な

る
。

 

ま
た
、
右

に
検
討

し
て
き
た

こ
と
は
、
『
続
古
事
談
』

の
問
題

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
『
諸
神

記
』
所
引

「寛
治

八
年
江
記
」
逸

文
の
問
題

で

も
あ

る
。

同
逸

文
と
同
文
あ

る
い
は
同
文
的

で
、

そ
れ
を
典
拠
と
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
記
事
が
、
『
続
古
事
談
』

に
見
出
さ
れ
た

こ
と
は
、

同
逸
文

の
確

か
さ
を
保
証
す

る
も

の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
同
逸
文

に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
、
「寛
治
八
年
江
記
」
に
本
来
あ

っ
た

は
ず

の

記
事
が
、
『
続
古
事
談
』

の
第

6
～

7
行
な
ど
と
対
比
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
あ
る
程
度
窺
え

る
こ
と
が
確

認
で
き
た

こ
と
に
も
な

る
。

 
な

お
、
『
山
城

名
勝
志
』

(新
修
京
都
叢
書
)
は
、
『
諸

神
記
』
を
諸
所
に
引
く
が
、
巻
十
八

の

「
石
清
水

八
幡
宮
」
条

に
も

二
箇
所
、
引
用

し

13
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て

い
る
。

そ

の
う
ち

の

一
方

の
引
用

は
、

次

の
通
り
。

 
 

む  む  む

 
 
諸
神
記

云
、
貞
観

元
年

四
月
十

五
日
行
教
和
尚
奉
琶
旦
旨
↓
参
二
籠
シ
テ
宇
佐
,
宮

唱祈
請

.
ル
ノ
之
処

二、
権
現
太
神
垂
跡

,
之
本
身
顕
ユ
袈
裟
,
上

～。

 
 
依

以
二
其

ノ
袈
裟
↓
八
月

二
十
三
日
到

二来

シ
テ
男
山

{勧
二
請
之
づ
。

 
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
が
記
さ

れ
る
が
、
先

に
掲
げ

た

『
諸
神
記
』
巻
中

の

「寛
治

八
年
江
記
」
引
用
記
事

と
は
異
な
る
。
右

に
は
、

同

じ
巻
中

の
別

の
箇
所

に

「
山
城
国

石
清
水
」
と
題
し
て
載

せ
ら
れ

る
記
事
を
、
引
用
し
て

い
る
。
今
問
題
な

の
は
、
右

の
引
用

で
な

く
、

そ
れ

に
続

け
て
付
さ

れ
た
、
次
に
掲
げ

る
割
注
部
分
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(清
力
) 

o

。
。
o
o
。

 
 
今

所
レ
懸

二於

内
殿

一之
像
是
也
。

人
不
レ
奉
レ
見
云

云
。

外
殿
所
レ
奉
レ
安
之
木
像
、
敦
実
親

王
所
レ
奉
レ
造
。

頼
着
説
。

寛
治
八
年

江
記
。

○

 
 
続
古
事
談

同
之
、

 

こ
こ
に
は
、

ま
さ

に

『
諸
神

記
』

所
引

「寛
治
八
年

江
記
」

の
末
尾
部
分
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
し
て
、

そ
れ
に

つ
い
て

「続
古
事
談

同

之
」
と
注
記
さ
れ

て
い
る
。
『
諸
神
記
』
巻
中

に

「寛
治

八
年
江
記
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
る

こ
と
、
さ
ら

に
、
そ
れ
が

『
続
古
事
談

』
巻
四
冒
頭

話
群
と
同
文
的

で
あ
る

こ
と
、
早
く

に
指
摘
さ

れ
て
い
た

の
で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
指
摘
は
、
江
戸
末
期

の
矢
野
玄
道

『
続
古
事
談
私
記
』

な
ど

に
生
か
さ

れ
る

こ
と
も
な
く
埋
も
れ
て
し
ま

い
、

そ

の
ま
ま
現
在

に
至

っ
て
い
た
、
と

い
う

こ
と
に
な

る
。
本
節
は
、
そ

の
埋
も
れ
て

い

た
同
指
摘
を
、

改
め
て
掘

り
起

こ
し
た
も

の
に
過
ぎ

な

い
。

三
 

「
寛
治
八
年

江
記
」
か
ら

『
筥
崎
宮
記
』

及
び

「
八
幡
御
塔
」
願
文

へ

 
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話

は
、
早

い
段
階

の
前
節

所
掲

9

『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』
が

「釈
迦
三
尊
顕
現
」
と
記
す

よ
う

に
、
当
初

は
、

釈
迦
が
本
地

で
、
行
教

の
衣
上

に
影
現
し
た

の
は
釈
迦
三
尊

で
あ
る
と
伝
え

て
い
た
。

そ
れ
が
、
概
ね
院
政
期
頃
か
ら
阿
弥
陀

三
尊

に
替
わ

る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハぬ
ね

こ
と

に
な

る
。

そ

の
展
開
に

つ
い
て
従
来
は
、
「行
教

の
袖
上
に
弥
陀
三
尊
が
顕
現

し
た
と

い
う
説
は
『
筥
崎
宮

記
』
を
も

っ
て
初
見
と
す

る
」
と

14



さ
れ

て
き
た
。
『
筥
崎
宮

記
』
は
、
前
節

ー
に
掲
げ
た

通
り
、
確
か
に

「浮
二
弥
陀
三
尊
之
像

こ

と
記
し
て
お
り
、
康
和

二
年

(
一
一
〇
〇
)
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(書
)

る

い
は
そ

の
後

間
も
な
く

の
成
立
と
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

し
か
し
、
先
引
通
り

「
七
帖
衣
上
、
非
字

画
、

現
二
阿
弥
陀

三
尊

こ

と
す
る

「寛

治
八
年

江
記
」
が
新

た
に
出
現

し
た
今

は
、

そ
の
寛
治

八
年

(
一
〇
九
四
)

の

『
江
記
』
記
事

こ
そ
溺
、
阿
弥
陀

三
尊
衣
上
影
現
説

の
初

見
で

あ
る
、

と

い
う

こ
と
に
な

る
。

そ
う

い
う
存
在

と
し
て
も
、
新
出

の
同
逸
文

は
意
味
を
持

つ
も

の
な

の
で
あ
る
。
ま
た
、

」

『
筥
崎
宮

記
』
や

天
永

元
年

(
=

一
〇
)

の
k

「
八
幡
御
塔
」
願
文
に
は
、

「非
レ
画
非
レ
字
」
と

い
う
表
現
が
特
徴
的

に
見
ら
れ
た
が
、
先
述

し
た
よ
う

に
、

「寛
治

八
年

江
記
」
の
本
文
が
本
来

は

「非
レ
字
非
レ
画
」
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
種

の
表
現

に

つ
い
て
も
、
寛
治
八
年

『
江
記
』

の
方
が

先
行
す

る

こ
と
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
り

 

と

こ
ろ
で
、
大

江
匡
房
と

八
幡
信
仰

と
の
密
接
な
関
係

に

っ
い
て
は
、
特

に
吉
原
浩
人
氏
に
よ

っ
て
種

々
明
ら
か
に
さ

れ
て

い
る
が
、
右

に

書
名

が
挙
が

っ
て
き
た

『
江
記
』
も

『
筥
崎
宮

記
』
も

「八
幡
御
塔
」
願
文
も
、
い
ず
れ
も
そ

の
匡
房

に
よ
る
著
作
で
あ

る
。
先
引

通
り
、
『
江

記
』

で
は
、
「非
字

(非
)
画
」
と

い
う
状
態

で
、
行
教

の
衣
上
に
阿
弥
陀

三
尊
が
影
現
す

る
こ
と

に
な
る
、
そ

の
前
後

の
経
緯
や
状
況
も

一
緒

に
記
述
さ

れ

て
い
る
が

(先
引

『
諸
神

記
』
所
引
逸
文

で
は
影
現

の
前

の
部
分
が
簡
略

に
な

っ
て

い
る
が
、

本
来

は

『
続
古
事
談
』

の
本
文

と

同
様

の
記
事

を
有

し

て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
、
先
述
通

り
)
、

」

『
筥
崎
宮

記
』
と

k

「
八
幡
御
塔
願
文
」
で
は
、
三
尊

が
ま
さ
に
影
現
す

る
、
ほ
と

ん
ど
そ

の
場
面

の
み
が
記
さ
れ

て
い
る
。
匡
房
は
、
『
江
記
』
に
載
せ
た
記
事
を
源
流
と

し
て
、
そ

の
中

の
お
よ
そ
影
現
場
面
だ
け
を

切
り
出

し
、

「非
レ
字

非
レ
画
」
と

い

っ
た
表
現
と
共
に
、
『
筥
崎
宮
記
』

さ
ら
に
は

「
八
幡
御
塔
」

願
文

へ
と
、
次

々
に
盛
り
込
ん
で
い

っ
た
、

と

い
う

こ
と

に
な
る
。

そ
し

て
、
前

節
に
見
た

『
続
古
事
談
』
巻

四
第

一
話

・
第

二
話
は
、
そ
う

し
た
匡
房

に
よ
る

一
連

の
記
述

の
う
ち
、
源

流
に
当
た
る

『
江
記
』

の
記
事
を
典
拠

の

一
つ
と
し
て

い
た

の
で
あ
る
。

 

こ
こ
で
、

「寛
治

八
年
江
記

」

の
記
事

に

っ
い
て
、
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
点

が

一
っ
あ

る
。
先
引
通

り
同
記
事
が

「
石
清
水

別
当

頼

 
(公
)

清

云
、

…
…
」
と
始
ま
る

こ
と
で
あ

る
。

「頼
清
」

は
、
『
石
清
水
祠
官
系
図
』

(続
群
書
類
従
)

に
、

15

 

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相



 
 
第

廿
三
別
当
。

…
…
寛
治
元
年

八
月
廿
九

日
宣

下
補
別
当
。
四
+
九
。
…
…
康
和
三
年

正
月
三
日
入
滅
。

淋
靴

二
。
寺
務
十

四
年
。

と
記
載
さ
れ

て
い
る
、

石
清
水

二
十
三
代
別
当
。
『
続
古
事
談
』
に
も
、

「
八
幡
別
当
頼
清
」
と
し
て
登
場
す

る

(巻

五
1

29
)
。

「寛
治
八
年
江

記
」

の
記
事

は
、
匡
房

の
オ
リ
ジ
ナ

ル
と

い
う

の
で
は
な
く

て
、

こ
の
頼
清

の
発
言
を
匡
房
が
書
き
留
め
た
も

の
で
あ

っ
た
。
匡
房

は
、
そ

の

書

き
留

め
た
も

の
、
遡
れ
ば
頼
清

の
発
言
を
基

に
し
て
、
右

の
通
り
、
そ

の
中

の
主

に
影

現
場
面
を
、
『
筥
崎
宮
記
』
や

「八
幡
御
塔
」
願
文

に

取
り
込
ん

で
い

っ
た
、
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

 
匡

房
が
、
よ
り
早
く
、
『
石
清
水

不
断
念
仏
縁
起
』
を
著
し
た
延
久
二
年

(
一
〇
七
〇
)

の
時
点

に
は
、
八
幡

の
本
地
を
釈
迦

で
は
な
く

て
阿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハド
 

弥
陀

で
あ
る
と
捉
え

て
い
た

こ
と
、
吉
原
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

八
幡

の
本
地

に
関
す
る
そ

の
自

説
に
と

っ
て
、
頼
清

の
発
言

の
中

の
影
現
部

分
、

八
幡
が
行
教

の
衣
上

に
阿
弥
陀

三
尊
と
な

っ
て
現
れ
た
と

い
う
話
は
、
恰
好

の
根

拠
あ
る
い
は
裏
付
け
と
な
る
も

の
で
あ

る
に

違

い
な

い
。

そ
う

い
う

こ
と
も
あ

っ
て
、
匡
房
は
、
そ

の
部
分
を
切
り
出

し
て
、
『
筥
崎
宮
記
』
以
降

の
自
著
に
も
取

り
込
む

こ
と
に
な

っ
た
と

い
う

こ
と
な

の
だ
ろ
う
。

 

ま
た
、

石
清

水
八
幡

の
側

に
お

い
て
本
地
が
阿
弥
陀

で
あ
る
と
主
張
さ
れ

て
い
た

こ
と
を
明
示
す

る
も

の
と
し

て
は
、
前
節

に
d
と
し

て

一

部
引
用

し
た

天
永

四
年

(
一
一
=
二
)

「石
清
水
八
幡
宮
護
国
寺
牒
」

の
別

の
箇
所
に

「抑
当
宮
者
鎮
護
百
王
之
霊
社
、
弓
唇
=
 

・之
 

心
也
」

と
見
え

る
あ

た
り
が
早

い
例
と
し

て
知

ら
れ

て
い
る
が
、
阿
弥
陀
三
尊
が
行
教

の
衣
上

に
影
現
し
た

こ
と
を
語

る

「石
清
水
別
当
頼
清
」

の
発

言
を
書
き
留

め
た
寛
治
八
年

(
一
〇

九
四
)
『
江
記
』

の
方
が
、
そ

の
よ
り
早

い
事
例
と

い
う

こ
と

に
な
ろ
う
。
新
出

の

「寛
治
八
年
江
記
」
に

は
、
そ
う

い
う
点

で
も
意
義
深

い
も

の
が
あ

る
。

 

な

お
、
先

引

『
続
古
事
談
』
巻
四

の
第

24
～

26
行
に
、
八
幡

の
本
地
を
釈
迦

三
尊

で
あ

る
と
捉
え

る
匡
房

の
主
張
が
掲
載
さ
れ

て

い
る
。

そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 あ
 

れ

は
、
右

の
匡
房

の
自
説

と
は
対
立
す

る
も

の
で
あ

っ
て
、
従
来
疑
問
が
持

た
れ

て
き
た
と

こ
ろ
で
あ

る
。
今
、

そ
の
部
分

に
至

る
ま

で
の
第

一
話
あ

る

い
は
第

二
話

の
主
要
な
典
拠
が
他
な
ら
ぬ
匡
房

の

『
江
記
』

で
あ
る

こ
と
や
、

そ
の
典
拠

と
な

っ
た

『
江
記
』

の
記
事
が
頼
清

の
発
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言

に
基
づ
く

も

の
で
あ
る

こ
と
が
、
判
明
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
あ
れ

こ
れ
と
想
像
さ

せ
は
す
る
も

の
の
、
上

の
疑

問

点
が
解
決
す

る
と

い
う

こ
と
は
な

い
よ
う

で
あ

る
。

逆

に
、
疑
問
が
深
ま
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
だ

ろ
う
か
。
巻

四
冒
頭
部

の
主

要
典
拠

と

そ

の
性
格
が
従

来
よ
り
も
明
ら
か

に
な

っ
た

こ
と
か
ら
派
生

し
て
く
る

『
続
古
事
談
』

の
問
題
な
ど
、
他

に
も
色

々
と
あ

る
か
も
し
れ
な

い

が
、

そ
う
し
た
点

に

つ
い
て
は
、
小
稿

の
本
来

の
目
的
か
ら
外
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、

こ
こ
で
は
特

に
追
究

し
な

い
こ
と
と
す

る
。

四
 
八
幡
説
話
か
ら
法
輪
寺
虚
空
蔵
説
話

へ

 
先

に
も
触
れ

た
よ
う
に
、

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話

に

つ
い
て
は
従
来
、
同
類
話
が
種

々
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら

の
中

に
八
幡
説

話

の
枠
を
越
え

る
も

の
は
見
ら
れ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例

え
ば
、
『
続
古
事
談
注
解
』
が
指
摘
す

る
類
話
、
永

正
写
本

『
西
行
物
語
』

(室

町

時
代
物
語
大
成
)

の

一
節

に
、

 
 
さ

て
都

へ
帰

り
け
る
か
、
男
山
を

ふ
し
お
か
み
、
出
家

の
後

は
、

い
ま
た
、
ま

い
ら
ぬ
そ
か
し
と
、
思

ひ
て
そ
、

ま

い
り
け

る
。

…
…
夜

 
 
も
す

か
ら
、

往
生

の
素
懐
を
、
祈
申
候

け
る
処

に
、
ふ
た
ん
読
講

の
御
経
も
、
六
根
さ

ん
け

の
臓
法
も
、
身

に
し
み
て
、
御
宝
殿
に
、

う

 
 
ち
ま
と

ろ
み
け
れ
は
、
左

の
 

に
、

鍾
 

餐

の
ご
 

 

と
ら

 
給
と
、
夢
に
見
て
、
う
ち
お
と
ろ
き
、

い
と

》
あ

り
か
た
く
、
貴

き
思

に

 
 

て
、

か
や
う
に
そ
、

 
 
 
 

ち

は
や
ふ
る
神

の
心
も
う
ち
解

て
こ
け

の
訣

に
や

と
り
け

る
哉

と
あ

る
、
男

山

の
宝

殿
に

て
西
行
が
、
左

の
挟

に
阿
弥
陀
三
尊
が
宿
る

(傍
線
部
)
夢
を
見
た
と

い
う
話

は
、
八
幡
本

地
衣
上
影
現
説
話
が
流

布

し
た
結

果
、
派
生
し

て
き
た
影
響
話

か
と
考
え
ら
れ

て
興
味
深

い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
八
幡
説
話

の
枠
内

の
も

の
で
あ
る
に
違

い
な

い
。

し

か
し
、

八
幡

本
地
衣
上
影
現
説
話
が
広

く
流
布

し
展
開
す
る
様
を
さ
ら
に
追
求
し
よ
う
と
す

る
な
ら
ば
、

八
幡
説
話

の
枠
内

に
止
ま

っ
て
は

い

ら
れ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相
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バお
ね

 
今

も
十
三
参

り
な
ど

で
知
ら
れ
る
嵯
峨
法
輪
寺

の
本
尊

・
虚
空
蔵
菩
薩

と
道
昌
に
纏
わ
る
話
が
、
『
阿
娑
縛
抄
』
諸
寺
略
記

(大

正
蔵
)

に
、

 
 
本
尊
虚

空
蔵
菩
薩
、
道

昌
僧
都
建
立
。
孝
霊
天
皇

々
女
、
常
詠
レ
月
居
二
住
大
井
河
辺

「
即
構
二
小
社

↓
其
後
、
道
昌
僧
都
為
レ
修

二
求
聞
持

一

 
 
参

こ其

瑚

哺
勝
険

地
故
也
。
少
社

之
前
關
伽
井
、
道

昌
月
夜
汲
こ
關
伽

嚇
云
、

「明
神
定
此
夜

月
者
詠
給
覧
、

可
二
示
給

こ
。
令

二
祈
請

一之
処
、

 
 

 
昌
 
 
 
 
 
、 
 

口
 
 
給
。

傍
件
衣
為

二法
輪
寺
本
尊

「
絵
像
仏
者
影
移
衣
也

云

々
、

『
元
亨
釈
書
』
巻

三
道
昌
伝

(新
訂
増
補

国
史
大
系
)

に
、

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
オ
ク

 
 
昌

一
日
宴
坐
。 

、
工
 

口
 

二

袖
 

↓
昌

乃
戴
レ
袖
図
レ
之
。
安
二
法
輪
寺
↓

と

見
え
る
。
道

昌

の
衣

の
袖

に
虚
空
蔵
菩
薩
が
現
れ
た
と

い
う
話

で
、

「和
尚
緑
杉
衣
袖

上
仁
、
釈
迦
三
尊
顕
現
」

(先

引

9

『
大
安
寺
塔

中
院

建
立
縁
起
』
)
な
ど
と
伝
え

る
八
幡
本

地
衣
上
影
現
説
話
と
共
通
す

る
と

こ
ろ

の
あ

る
こ
と
、
明
ら
か

で
あ

る
。

 
さ

ら
に
、
『
法
輪
寺
縁
起
』

(大

日
本
仏
教
全
書
)
に
、
よ
り
詳
細
な
内
容
を
備
え
た
形

で
、

 
 
右
寺
者
。
道
昌
僧
都
之
建
立
。
勝
験
無

双
之
霊
地
也
。
明
星
留

二
光
於
当
山

一之
瑚
。 

W
工
 
 

二於
w 

之
袖

一
以
降
。

居
諸
推
移
。

涼
懊

 
 
相

積
。

…
…
揮
少

僧
都
法
眼
和
尚
位
道
昌
者
.侮
 

 
 

 
 

 
 

.
、
弘
法
太
師
御
弟

子
。

俗
姓
秦
氏
。

…
…
天
長

五
鱒
酌
玖
鵯
断
年
賊
就

二

 
 
神
護
寺

僧
都

一頬
鰍
登
二
潅
頂
壇

一受
二
真

言
大
法

一
牌
。
然

後
為
い
修
コ
虚
空
蔵
求
聞

持
能
満

諸

願
法
一
尋

コ
求
勝
験
之
地

噛
、大
師
教

日
づ
,
於
一一葛

井
寺

一辮
誰
可
レ
修
レ
之
。
彼
山
霊
瑞

至
多
。
勝
験
相
応
之
地
也
。
仏
徳
載

二
干
八
挺

而
利
益
遍
二
干
四
海

一云
々
。
傍
同
六
年
配
参
籠

百
箇

日
。

修

二
求
聞
持
法

↓
夏

同
五
月
之
比
。
皓

月
隠
二
西
山

一之
後
。

明
星
出
二
東
天

一之
暁
。
奉
二
拝
明
星

一汲
二
關
伽
水

一之
処
。
光
炎
頓
耀
。
宛
如

二

電
光

舶
惟

而

見
レ
之
。
明

星

天

子
来

顕
。
 

鰍 

 

ロ
 

レ

。
非
レ
画
非
レ
造
。
如
レ
縫
。
如
レ
鋳
。
錐
レ
経
二
数

日
一其
体

不
レ
滅
。
尊

像

澱

然
。
異
香
券
酸
。
是
則
生
身
御
体
。
奇
特

霊
像
也
。
誰
緩
二
欽
仰
之
誠

輔
於
い
是
道
昌
造
笥虚
空
蔵

形
像
昭
、
奉
ゴ
納
件
影
像
於
彼
本
像
之
、屯
昭
,
.

則

捌
,
裾
護
寺

「弘
法

馨

麹

だ

明
其
後
於

二彼
像
御
前

一修
二
不
退
行
法

↓

…
…
十
六
年
押
引
二
山
腹

一埋
二
幽
谷
司
建

二
仏
閣

'構
二
浄
壇

↓

即
奉
レ
安

二
置
件
霊
像

↓
令
レ
止
二
住
僧
侶

明
改

二
葛
井
寺

一為
二
法
林
寺

↓
後
書
二
成
輪
字

一者
也
。
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ハガ
 

と

見
え

る

の
が
、

一
層

注

意

さ

れ

る
。

右

『
法
輪

寺

縁

起
』

に
拠

っ
た

も

の
で
あ

る

こ
と

が
指

摘

さ

れ

て

い
る

『
源

平

盛
衰

記
』

巻

四

十

(古

典

資

料

類

従

収
載

慶

長

古

活
字

版

)

の
冒

頭
部

に

も

同
様

に
、

 

 

 

 

テ

キ

 

 

 
ノ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロ
 

 

ル

 

 
ニ
 

 

 
ル

 

 
ニ
 

 
 
リ

 

 

 

…
彷

同

六

年

二
此

寺

二
参

籠

シ

テ

一
百

ケ

日
求

聞

持

ノ
法

ヲ
修

シ
賜

フ
。

五
月

ノ
比

皓

月

隠

二
西

山

↓
明

星
出

二
東

天

一時

、
奉

レ
拝

二
明

 

 

 

 

ム

 
ア

ノ

 

 
 
ニ

 

 

 
カ
ニ

ヤ
キ

 
 

モ

シ

 
 

ノ

 

ン

 

 

 
レ
ハ

 

 

 

 

 
シ

 

 

 

 

 

 

 

 
 
～
ー

ニ

ク

 
ノ

 

 

星

嚇
汲

二
關

伽

水

一
之

処

、

光

炎

頓

耀

テ

、

宛

如

二
電

光

↓

権

テ
是

ヲ

見

、
明

星

天

子

来

影

、

虚

空

蔵

菩

薩

現

レ
袖

。

非

レ
画

非

レ
造

、
如

レ
縫

、

 

 

シ
 
 ノ
 
 
 ト
モ
 
ル
ト
 
 
 ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 セ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 フ
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
ン

 

 

如

レ
鋳

。

錐

レ
経

二
数

日

一其

体

不

レ
滅

。

尊

相

厳

然

ト

シ

テ

異

香

芥

酸

セ

リ

。

是

則

生

身

御

体

ト

シ

テ

奇

特

ノ

霊

像

也

。

誰

不

致

二
帰

敬

ロ

 
 
な

…

:

と
採
録
さ
れ

る
記
事

で
あ

る
。

 
道
昌

が
、

法
輪
寺

の
前
身

の
葛

井
寺

に
て
虚

空
蔵
求

聞
持
法
を
修
し

て
い
た
時

の
こ
と
、
明
星
を
拝

し
關
伽
水

を
汲
む
と
、

明
星
天
子
が

や

っ
て
来

て
、
虚
空
蔵
菩
薩

が
袖

に
現
れ
た

(実
線
部
)
、
と

い
う
。
先

の

『
阿
娑
縛
抄
』
諸
寺
略
記
や

『
元
亨
釈
書
』
と
違

っ
て
、
単

に
虚
空

蔵
菩
薩

が
衣

の
袖

に
現
れ
た
と

い
う
点
だ
け
が
、
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
と
共
通
す
る
と
い
う

の
で
は
な

い
。
例
え
ば

『
覚
禅
紗
』
(大
正
蔵
)

が
、
巻

六
十

二

「虚
空
蔵
」

に
お

い
て

「明
星
出
時
称
名
事
」
と
題
し

「観
虚

空
蔵
経
」

(『
観
虚
空
蔵
菩
薩
経
』
大
正
蔵
巻
十
三

P
77
b

c
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6

を
引

い
て
、

 
 
〇

一
目
乃
至
七
日
礼
二
十
方
仏

ハ
称

二
三
十
五
仏
名

「
別
称
二
大
悲
虚

空
蔵
菩
薩
名

「
操
二
浴
身
体

「
焼
二
衆
名
香
堅
黒
沈
水

明
○
明
星
出
時
、

 
 
長
脆
合
掌
、

悲
泣
雨
レ
涙
、
称

二虚

空
蔵

一白
言
、
大
徳
大
悲
菩
薩
、
慰

二念
我

一故
＼

為
レ
我
現
レ
身
云
々
。

と
記

し
、
さ

ら
に
よ
り
端
的

に
、
巻

六
十
三

「
五
大
虚

空
蔵
上
」

の

「為
星
主
事
」
条
に
お
い
て

「疏
中

云
、
今

此
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
、
亦
是

明

星
天

子
本
身

故
、

処
二
明
星
円
明
之
中

こ
、
同

「
形
伝
」
条

に

「疏

云
、

…
…
観

世
音

是
日
天
子
、
大
勢
至
是

月
天
子
、
虚

空
蔵
是
明
星

天

子
」
と
述

べ
る
よ
う
に
、
明
星
天
子

は
虚

空
蔵
菩
薩

の
化
身

で
あ
り
、
明
星
天
子

の
本
体
が
虚
空
蔵
菩
薩

で
あ
る

こ
と
、
知
ら
れ

て
い
る
。

そ

の
関
係

は
、

八
旙
神
と
釈
迦
三
尊

あ

る
い
は
阿
弥
陀
三
尊

の
関
係
と
、
基
本
的

に
等
し

い
。
す
な
わ
ち
、
あ

る
垂
 
形

・化
身

が
ま
ず
あ

っ
て
、

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相
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そ

れ
自

体

で

は
な

く

て
そ

の
本

地

・
本

体

が
、

衣

上
あ

る

い
は
袖

上

に
現

れ

る
と

い
う

、

そ
う

い
う

よ

り
細

部

の
構
造

ま

で
も

が
、

右

引

『
法

輸
寺

縁

起

』

な

ど

に
伝

え

る
法

輪

寺

で

の
虚

空

蔵

影

現
説

話

と
、

八
幡

本
地

衣

上

影
現

説

話

と

の
間

で
、

共

通

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 

さ

ら

に

、
右

引

『
法

輪

寺

縁
起

』
『
源

平
盛

衰

記
』

の
波
線

部

に
、
袖

に
現

れ

た
虚

空

蔵
菩

薩

に

つ
い
て

「非
レ
画
非
レ
造

」

と
記

さ

れ

て

い
る

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(書
)

こ
と

に
も
、

注

意

さ

れ

よ
う

。

そ
れ

は
、
前

節

ま

で

見

て
き

た

八
幡

本

地
衣

上

影

現
説

話

の

一
部

に
、

「非

字

(非

)
画
」

(
「寛

治

八

年

江

記

」
)

「非
レ
画

非

レ
字

」

(『
筥

崎
宮

記
』

「八

幡
御

塔

」
願

文
)

「字

に

も
あ

ら
ず

、
絵

に
も
あ

ら

ず

」

(『
続

古
事

談

』
)
と
盛

ら

れ

て

い
た

辞
句

と
、

ま

さ

に

近
似

す

る
も

の
と

な

っ
て

い
る
か

ら

で
あ

る

。

 

も

つ
と

も

、

「非

レ
字

非
レ
画

」

や

「非

レ
画
非
レ
造

」

に
類

す

る
表

現

は
、
右

の
法
輪

寺

説

話

と

八

幡
説

話
だ

け

に

見
ら

れ

る

も

の
で

は
な

い
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハね
り

天
永

四
年

(
一

一

一
三
)
に

完
成

を

見

た
真

名
本

『
鞍

馬
縁

起
』

に
、

 

 

ヲ
ヨ
フ
ニ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
ニ
 
 
ス
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ロ

ゆ
 
 
 
 
 
 
 
 
ル

 

 

迄

二
干
明

旦

一則

毘

沙

門

天

王
像

忽

顕

現
。

…
…
非

二青

黄

赤

白
色

ハ
非

二
金

銀
銅

鉄

像

h
非
レ
施

二
図

画

『

非
レ
加

二
雛

鍍

、
眼

界

之
所
レ
疑

頗

 
 
齢

亀

胤
二有
二難

蓋

レ臨
二書旦欝

以
レ錫
燐

箋

尊
偽
更
無
レ嚇

利
講

.描
・
薙

仏
法
難

像
降
麻

ト臨
処
焉

と
あ

り
、
そ

の
真

名
本

『
鞍
馬
縁
起
』
に
基
づ

い
た
仮
名
本

『
鞍
馬
蓋
寺
縁
起
』
に
も
、
右
引
記
事

を
和
文
化

し
た
同
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

真
名
本

『
鞍
馬
縁
起
』
が
中
核
的
素
材

と
し
た
と

い
う
寛
弘
六
年

(
一
〇
〇
九
)
頃

の
縁
起

(
「興
朝
抄
」
)
、
あ
る

い
は
同
縁
起
が
基

と
し
た
縁

起

に
拠

っ
た

と
推
測
さ

れ
た
り
し
て
い
る
、
『
扶
桑
略
記
』

延
暦
十
五
年
条
所
引

「縁
起
」
と

『
伊

呂
波
字
類
抄
』
所
引

「本
朝
文
集
」

に
も
、

 
 
萱
草
之
中
有
二毘
沙
門
天
像
↓
墾

。
其
色
鈍
色
。
歓
喜
頂
礼
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
扶
桑
略
記
』、
新
訂
増
補
国
史
大
系
)

 

 

近

見

二
萱

草

之
内

ハ
有

二
毘

沙

門

天
像

明
自
レ
頭

及
レ
蹟

遍
身

見
レ
之
、 

二
・

目
之
繍

「 

二

.
-
之

、

ハ
兼

又
非

二
我

朝

所

造

之
像

↓

心

眼

所

 
 
レ
及
、
謝

、
其
色
銀
色
。
喜
悦
礼
拝
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『伊
呂
波
字
類
抄
』
、
校
刊
美
術
史
料
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

ス
 
 ス
 
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
ニ
モ
 
テ
ウ
シ
フ
ヲ

と

見

え

る
。

い
ず

れ

も
、

顕

現

し

た
鞍

馬

の
毘
沙

門

天

像

に

っ
い
て

の
記

述

で
あ

る
。

特

に

二
重
傍

線

部

「非

レ
施

二
図

画

ハ
非

レ
加

二
離

鐙

「
」

は
、

先

の

『
法

輪

寺

縁

起

』

な

ど

の

「非
レ
画
非
レ
造

」

と

内
容

的

に

ほ
と

ん
ど
全

く
等

し
く
な

っ
て
も

い
る
。

「非
-

非
1

」

と

い
う

形

の
表
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現

は
、
八
幡

と
法
輪
寺
虚
空
蔵

の
み
に
見
ら
れ

る
特
別
な
も

の
で
は
な
く
て
、
顕
現
し
た
像
が
尋
常

の
も

の
で
は
な

い
こ
と
を
強

調
す

る
際

の
、

一
つ
の
常
套
的
な

類
型
表

現
と
な

っ
て

い
た
面
が
あ
る
よ
う
に
推
察
さ
れ
よ
う
。

 

し
か

し
、

そ
う
し
た

こ
と
を
割

り
引

い
た
と

し
て
も
な
お
、
右

に
挙
げ

て
き
た
、
法
輪
寺
に
お
け
る
虚
空
蔵
菩
薩
影
現
説
話
と
八
幡
本

地
衣

上
影
現
説
話

と

の
間

の
、
内

容
上
、
構
造
上
、
表
現
上

に
お
け
る
共
通
性
、
近
似
性
に
は
、
見
過
ご
し
に
で
き
な

い
も

の
が
あ

る
だ
ろ
う
。
直

接
的

で
あ

る
か
否
か
は
別
に

し
て
、
両
者

の
閲

の
何
ら
か

の
関
係
を
想
定
さ
せ
も
す
る
だ
ろ
う
。

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話

は
、
小
稿
冒

頭
に

『
伏
見

天
皇
震
翰

願
文
』

を

一
例
に
取
り
上
げ

て
述

べ
た
よ
う
に
、
相
当
に
流
布
し
広
く
知
ら
れ

て
い
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。
そ
う
し
た
同

話

の
影
響
を
何

ら
か

の
形

で
受
け

て
、
法
輪
寺

の
虚

空
蔵
影

現
説
話

に
そ

の
要
素
が
盛

り
込
ま
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
、
と

い
う
よ
う
な

こ
と
が
、

例
え
ば
想
定
さ

れ

て
く
る
と

こ
ろ

で
あ
ろ
う
。

 
と

こ
ろ
で
、
先
引

『
法
輪
寺

縁
起

』
に
お

い
て
は

(引
用
し

て
い
な

い
が

『
源
平
盛
衰

記
』
で
も
同
様
)
、
道

昌
が
弘
法
大
師
空
海

の
弟

子

で

あ

る

こ
と
が
冒
頭

部

に
示
さ

れ

て
お
り
、
道
昌

は
神
護
寺

に
い
た
空
海

に
求
聞
持
法
を
修
す

る
べ
き
場
所
を
教
示
し

て
も
ら

い
、
さ
ら

に
、
影

現

し
た
虚
空
蔵
像

を
自
作

の
虚

空
蔵
木
像

に
籠

め
た
も

の
を
、
神
護
寺

に
て
空
海
に
供
養

し
て
も
ら

っ
て
い
る

(破
線
部
)
。
空
海
と

の
関
係
が

非
常

に
濃
密

に
語
ら
れ

て
い
る
の
で
あ

る
が
、
指
摘
さ
れ

て
い
る
通
り
、
そ

の
空
海

の
有
名
な
虚
空
蔵
求
聞
持
法
修
行
を
伝
え
る
記
述

に
既

に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
り

「道
昌

の
葛

井
寺
持
法

に
お
け

る
と
同
じ
よ
う
な
奇
験
が
語
ら
れ
」

て
い
る
。

 

早
く

『
三
教
指

帰
』
序

(
日
本
古
典
文
学
大
系
)

に
、
虚
空
蔵
求
聞
持
法
を
修

し
て
い
た
際

の
こ
と
と
し
て
、

 
 
踏
二墓
阿
国
大
瀧
嶽
↓
勤
二念
土
州
室
戸
崎
↓
谷
不
レ惜
レ
響
。
鋼

。

と
見
ら
れ

て
、
先
引

『
法
輪

寺
縁
起
』

の

「
明
星
天
子
来
顕
」
や
同

『
源
平
盛
衰
記
』

の

「明
星
天
子
来
影
」

(虚

空
蔵
菩
薩
影
現

の
直
前
)
と

同
様

の
、
明
星

の
来
影
が
、
空
海
自
身

の
体
験
と
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
空
海

の
こ
の
体
験
に

つ
い
て

の
そ

の
後

の
伝
承

に
お
い
て

は
、
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八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相



テ

ヒ

 
ノ

 

ニ

ケ

 

ノ

ヲ

レ
テ

ニ

ス

 

 

 

 

 

 

 
 

ト
シ
テ

リ

ヒ

 
 

ス
ル

ニ

コ
ロ
ロ
ヨ
ヨ

 
コ

ス

 
ノ

ヲ

初
逢
二
石
淵
贈
僧
正
輔
受
二虚
空
蔵
法

一入
レ
心
念
諦
。
名
山
絶
轍
之
処
。
嵯
峨
孤
岸
之
原
。
遠
然
 
独
向
滝
留
苦
行
。
明
星
入
レ
ロ
顕
二
菩
薩
威
↓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
太
政
官
符
案
井
遺
告
』
、
弘
法
大
師
伝
全

集
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハマ
マ
 

或
上
二
阿
波
大
瀧
嶽

「
修
二
行
虚
空
蔵
法
「
大
劔
飛
来
標
二菩
薩
霊
応
↓
或
於
二
土

左

室
生
門
崎
ハ
観
二念
求
聞
持
行
ハ
明
星
入
ぢ
陣
顕
二相
応
勝
験
叩

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(『
金
剛
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
』
、
続
群
書
類
従
)

(明
星
入

口
・大
劔
飛
来
を
記
し
た
う
え

で
)
三
教
指
帰

日
。

…
…
明
星
来
影
 
。
或
人

云
。

明
星
来
影
之
時
。
其
星
光
遷
二
留
傍
岩
石

↓

臨
二
暗
夜

↓
干
レ
今
放

二
暉
光

一
云

々
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

(『
大
師
御
行
状
集
記
』
、
続
群
書
類
従
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
き
き
き
タ
ヂ
き
さ
き
き

或

は
阿
波

の
大
瀧

の
嶽

に

の
ぼ

り
。

或
は
土
佐

の
室
戸

の
崎

に
と
ゴ
ま

つ
て
。
虚
空
蔵
求
聞
持

の
法
を
修

し
給
ふ
に
。

明
星

口
に
入
。
虚

 
 
 
 
 

テ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
シ
ン
プ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 スず
バ
ヂ

空
蔵

の
光
明
照
し
来

て
。
菩
薩

の
威
徳
を
あ
ら

は
し
。
仏
法
無

二
を
現
ず
。
心
符
忽

に
ひ
ら
け
。
諸
法

の
性
相
を
尽
す
。
即

口
中

の
明
星

コ
ン
顧羊

 
 
を
海

に
向

っ
て
は
き
出
し
給

ふ
に
。
其
光
り
海

に
し
づ
ん

で
。

い
ま
に
至

る
ま
で
猶
金
色

の
光

り
を
残

せ
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(十
巻
本

『
高

野
大
師
行
状
図
画
』
巻

一
、
弘
法
大

師
全

集
)

と
、
「奇
験

」
が
次
第

に
増
幅
さ
れ

て
い
く
様
を
見
る

こ
と
も

で
き
る

(各
傍
線
部
)
。

明
星
来
影

の
際

に
、
傍
ら

の
岩

石
に
明
星

の
光

が
止
ま

っ

て
、

そ

の
後

も
輝
き
続
け
た
と

い
う
、
院
政
期

の

『
大
師
御
行
状
集

記
』
波
線
部
な
ど
は
特

に
、
同
じ
く
明
星
天
子
来
顕

の
あ
と
に
、
虚
空
蔵

菩
薩

が
道
昌

の
袖
に
現
れ
、
異
香
と
共
に
そ

の
姿
も
永

ら
く
消
え
な
か

っ
た
と

い
う
、
先
引

『
法
輪
寺
縁
起
』
な
ど

の
記
述

(実
線
部

・
波
線

部
前

後
)
と
、
通
じ
合
う
と

こ
ろ
も
あ
る
だ

ろ
う
。

 
道

昌
あ
る

い
は
法
輪
寺
と
深
く
関
係
し
た
と

い
う
空
海

の
、

こ
れ
ら
求
聞
持
法
修
行
に
纏
わ
る
体
験
記

・
説
話
を
承
け
て
、
法
輪
寺

で

の
道

昌

の
求
聞
持
法
修
行

に
お
け
る
虚
空
蔵
影

現

の
説
話
が
、
そ

の
延
長
線
上

に
成
立
あ

る
い
は
展
開
す
る
、

と

い
う
面
を
持

つ
こ
と
は
、

当
然
考

え
ら
れ

る
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
あ

る
い
は
ま
た
、
先
引

『
覚
禅
紗
』
や
同
書
が
引
く
虚
空
蔵
関
係

の
経
典
類

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
記
述
が
、

法

輪

寺

の
虚
空
蔵
影
現
説
話

に
影
響

し
て
い
る
面
も
あ

る
か
も
し
れ
な

い
。
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し
か
し
、

空
海
関
係

の
説

話
や
虚

空
蔵
関
係

の
経
典
類

に
、
明
星
天
子
の
本
体

た
る
虚
空
蔵
菩
薩
が
、
求

聞
持
法

の
行
者

の
袖
に
影
現
す

る

と

い

っ
た
内
容

は
、

見
出
し
難

く
、

そ
れ
ら
だ
け
で
、
法
輪
寺

で
の
虚
空
蔵
影
現
説
話
が
す

べ
て
説
明

し
尽
く
せ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な

い
。

そ
こ
に
、
先

に
述

べ
た
よ
う
な
、

八
幡
本

地
衣
上
影
現
説
話

の
影
響
と

い
う

こ
と

の
想
定
を
可
能

に
す

る
だ
け

の
余
地
が
あ

る
と
言
え

よ
う
。

右

の
如

き
空

海
説

話
な

ど
が
反
映
し

つ

つ
、
そ

の
う
え
に
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話

の
要
素
が
盛

り
込
ま
れ
た
も

の
と
し
て
、
捉
え
る
得

る
面

が
あ

る

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

 
右

の
よ
う

に
想
定

し
よ
う
と
す
る
時

、
法
輪
寺

や
道
昌
と

八
幡
や
行
教
と

の
間
に
、
直
接
的

で
は
な

い
も

の
の
種

々
の
繋
が
り
を
認
め
得

る

よ
う

に
思
わ

れ
る
点
、
注
意
さ

れ

て
く
る
。
『
法
輪
寺

縁
起
』
な
ど
に
お

い
て
空
海

を
通
じ
法
輪
寺

と
関
係
し

て
い
る
よ
う

に
伝
え
ら
れ
る
神
護

寺

は
、

そ
も
そ
も
八
幡

の
神

託
を
受
け

て
和
気
清
麻

呂
が
建
立

し
た
神
願
寺
を
受
け
継
ぐ
も

の
で
あ
る
こ
と
、
知

ら
れ

て
い
る
し
、
道
昌

の
師

で
あ

り
、
道

昌
に
求
聞
持
法

の
行
場
を
教
示
し
、
影

現
像
を
籠
め
た
虚
空
蔵
像
を
供
養

し
た
空
海

は
、
東
寺

へ
の
八
幡
神

の
勧
請
や
、

八
幡
神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 カ
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ

と
姿

を
写
し
合

っ
た
と

い
う

「互

い
の
御
影
」
の
話
な
ど
、
八
幡
と
関
係
深

い
。
『
興
福
寺
奏
状
』
(
日
本
思
想
大

系
)
で
は
、
「行
教
和
尚
袈
裟

之
上

三
尊
宿

レ
影
、

弘
法
大
師

画
図
中

八
幡
顕
レ
質
」
と
、
行
教

に
よ
る
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
と
、
空
海
と
人
幡

の
話
と
が
、

一
対

の
も

の

と
し
て
叙

述
さ
れ

て
も

い
る
。
あ

る
い
は
、
そ

の
空
海
が
求

聞
持
法
を
学

ん
だ
と
さ
れ
る
勤
操
は
大
安
寺
に

い
た
人
物

で
、
求
聞
持
法

は
道
慈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハお
 

か
ら
善

議
そ

し
て
勤
操

へ
と
大
安
寺

三
論
宗

の
正
統
派

に
相
伝
さ
れ
た
と
説

か
れ

て
も

い
る
が
、
行
教

も
そ

の
大
安
寺

の
住
僧

で
あ

っ
た
し
、

 
 
 
 
 
 

  
 

『
大
安

寺
住
侶
記
』

に
は
勤
操
も
空
海

も
行
教
も
記
さ
れ

て
い
る
。
偶
然

で
あ

る
も

の
や
、
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な

い
も

の
も
あ
る
か
も
し
れ

な

い
が
、
先

に
想
定

し
た
よ
う
な
、

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
と
法
輪
寺

で

の
虚
空
蔵
影
現
説
話
と

の
影
響
関
係
が
あ

っ
た
と
す
る
な

ら
ば
、

そ
れ

は
、

こ
こ
に
挙
げ
た

よ
う
な
、

両
者
を
め
ぐ
る
種

々
の
繋
が
り
が
背
景

と
し
て
あ

っ
て
生
起

し
て
き
た
も

の
で
あ
る

の
か
も

し
れ
な

い
と

 
 
 

  
 

思
わ
れ

る
。

 

い
ず

れ
に
せ
よ
、
右

の
想
定

が
当
を
得

て
い
る
と
す

れ
ば
、
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
が
、

八
幡
説
話

の
枠
内

で
の
展
開
に
止
ま

る
こ
と
な
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く
、

そ

の
外

側

へ
と
影
響

し
展
開

し
て

い
た

こ
と
を
示
す
、

一
つ
の
事
例
が
得
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。
今
は
偶

々
目
に
し
得
た

一
例
を
取
り
上

げ

た

に
過
ぎ

な

い
が
、

よ
り
広
く
探
索
す
る
な
ら
ば
凸
同
様

の
事
例
が
さ
ら
に
見
出
さ
れ
る
可
能

性
も
低
く
な

い
こ
と
だ

ろ
う
。

そ
し

て
、

そ

う
し
た
事

例
が

よ
り
多

く
収
集

で
き
れ
ば
、
そ
れ
ら
全
体
を
傭
緻

し
な
が
ら
、

こ
の
種

の
説
話
に

っ
い
て
改
め

て
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が

生
じ

て
き

て
、
結
果
、
右

に
想
定

し
た

こ
と

に
も
種

々
の
修
正
が
要
請
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な

い
。

お
 
わ
 
り
 
に

 
以
上
、
『
江
記
』

の
新

出
逸

文
を
通

し
て
、
ま
た
、
嵯
峨
法
輪
寺

の
縁
起
伝
承
を
通
し
て
、
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話

の
流
布

・展
開

の
諸
相

を
垣
間
見

て
き
た
。
前
者

に
お

い
て
は
、
『
続
古
事
談
』

と
匡
房

の
著
作
を
め
ぐ

っ
て
の
流
布

・
展
開

の
あ
り
方

を
あ

る
程
度
明
瞭

に
、
後
者

に

お

い
て
は
、

八
幡
説
話

の
枠

外

へ
の
流
布

・
展
開

の

一
餉
を
朧
気
な
が
ら
、
眺

め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
最
後
に
、
後
者

の
方

に
関
す

る
補

足
的

な

こ
と
を
述

べ
て
、
小
稿

を
閉
じ
る

こ
と
と
し
た

い
。

 

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
と
法
輪
寺
虚

空
蔵
影
現
説

話

の
関
係
に

つ
い
て
、
前
節

に
は
、
前
者
か
ら
後
者

へ
の
影
響

・
展
開

の
可
能
性
を
追

究
し
た

の
で
あ

る
が
、
ま
た
、
両
者

の
文
献
上

へ
の
出
現
状
況
な
ど
か
ら
見

て
そ
う

い
う
形

の
関
係
を
想
定
す

る
の
が
確

か
に
よ

り
自
然

で
あ

る
と
思
う

の
だ

が
、

一
方

で
、
そ
れ
と

は
逆

の
可
能
性
が
全

く
皆
無
で
あ
る
と
は
言

い
切
れ
な

い
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
枕
草

子
』

(新

日
本
古
典

文
学
大
系
)
に

「寺

は
 
壷
坂
。

笠
置
。
潤
輪
。

…
…
」
、
『
梁
塵
秘
抄
』
巻

二

「霊
験
所
歌
」
(新

日
本
古
典
文
学
大
系
)

の
最

初

に

「
07
何

れ
か
潤
輸

へ
参

る
道
、
内

野
通
り

の
西

の
京
、
其
れ
過
ぎ

て
 
や
 
常
盤
林

の
彼
方
な

る
、
愛

敬
流
れ
来
る
大

堰
河
」
と
出

て
く

 
 
 

3

る
よ
う

に
、

法
輪
寺
は
早
く

か
ら
霊
験
寺
院
と

し
て
知

ら
れ

て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
な
か
で
、
巻
十
七
ー

33
に
法
輪
寺
虚
空
蔵

の
霊
験
諄

を
載

せ
る

『
今

昔
物
語
集
』

が
、
巻

十

一
1

34
で
は
、
本

文
欠
話
な
が
ら

自
H
ロ
ロ
建
法
輸
寺
語
」
と

い
う
標
題
を
掲
げ

て
い
る
。

「題

目
か

ら

見
る
と
、

阿
娑
縛
抄

・
諸
寺

略
記

・
法
輪
寺
条
や
法
輪
寺
縁
起

(大

日
本
仏
教
全
書
所
収
)
と
共
通
す
る
話
題
か
」

(新

日
本
古
典

文
学
大

系
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脚
注
)
と
さ
れ
る
、
仮
に
そ

の
通
り
に
、
明
星
天
子

の
本
体
た
る
虚
空
蔵
が

「非
レ
画
非
レ
造
」
と

い

っ
た
状
態
で
道
昌

の
袖

に
影
現

し
た
、
と

い
う
よ
う
な
話
が
記
さ
れ

て
い
る
は
ず

で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

『
阿
娑
縛
抄
』
諸
寺
略
記
や

『
法
輪
寺
縁
起
』
よ
り
も
か
な
り
遡

る
事

例
と

い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
た
事
例

の
存
在

の
可
能
性

は
、
八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
か
ら
法
輪
寺
虚

空
蔵
説
話

へ
の
影
響

・
展
開
と

い

う
関
係
を
想
定
す

る
の
が
よ
り
自
然

で
あ

る
と

い
う
印
象
を
、
揺
る
が
す
面
が
あ
ろ
う
。
前
節
末

尾
部

に
触
れ
た
よ
う
な
両
者

に
関
係
す

る
諸

事
項

の
種

々
繋
が
り
を
背
景

と
し
て
、
前
節

に
て
想
定

し
た

の
と
は
全
く
逆
方
向

の
影
響
関
係

・
展
開
が
あ

っ
た
、
な
ど
と

い
う
可
能
性

に

つ

い
て
も
、

一
応

は
考
慮

に
入
れ

て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
前
節
最
後
に
述

べ
た
よ
う
に
、
さ
ら

に
多
く

の
事
例
が
収
集

で
き
れ
ば
、

も

っ
と
根
本
的

に
色

々
な

可
能
性
を
模
索
す

る
必
要
も
生

じ
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
が
。

注
(1
)
『
京
都
国
立
博
物
館
蔵

震
翰

i
文
字

に
込
め
た
想

い
ー
』

(京
都
国
立
博
物
館
、
平

17
)
。
『
伏
見
天
皇
震
翰
願
文
』
の
引
用
も
、
同
書

に
よ
る
翻
刻

 
 
を
参
照
し

つ
つ
、
同
書
所
載

の
影
印
に
拠
る
。
ま
た
、
私
に
句
読
点
お
よ
び
返
り
点
を
付

し
て
い
る
。

(2
)
『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』
な
ど
で
は
、
行
教
が
、
男
山

で
は
な
く
て
ま
ず
大
安
寺
に
八
幡
神
を
勧
請
し
た
、
と
説

い
て
い
る
。
吉
原
浩
人

「『
今

 
 
昔
物
語
集
』
巻
十

二
石
清
水
縁
起
諄
小
考
」
(『
武
蔵
野
文
学
』

33
、
昭
60
)
同

「石
清
水
八
幡

の
縁
起
」
(『
解
釈
と
鑑
賞
』

52
-

9
、
昭

62
)
な
ど
参

 
 
照
。

行
教

の
八
幡
神
勧
請
に
関
し
て
の
歴
史
学
上

の
検
討
は
数
多
く
、
例
え
ば
、
中
野
幡
能
編

『
八
幡
信
仰
』

(雄
山
閣
、
昭

58
)
に
再
収
さ
れ
た
、

 
 
村

山
修

一

「八
幡
神

の
習
合
的
成
長
」
西
田
長
男

「石
清
水
八
幡
宮

の
瓶
立
」
小
倉
暎

一

「石
清
水
八
幡
宮
創
祀
の
背
景
ー

九
世
紀
前
後

の
政
治
動
向

 
 
を
中
心
と
し
て
ー
」
や
、
最
近
の
逡

日
出
典

『
八
幡
宮
寺
成
立
史

の
研
究
』

(続
群
書
類
従
完
成
会
、
平

15
)
な
ど
。
ま
た
、
拙
稿

「行
教
」
「近
畿
地

 
 
方

の
八
幡
信
仰
」

(神
社
と
神
道

研
究
会
編

『
八
幡
神
社

歴
史

と
伝
説
』
、
勉
誠
出
版
、
平

15
)
に
お
い
て
も
、

こ
れ
ら
先
行
諸
論
に
導

か
れ

つ
つ
、

 
 
如
上

の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。

(3
)
『
続
古
事
談
』
は
新

日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
り
、
『
諸
神
記
』
所
引

「寛
治
八
年
江
記
」

の
引
用
は
、
第

一
節

で
の
引
用
と
違

っ
て
、
私
に
句
点
も

 
 
加
え
、
ま
た
返
り
点
を
も
付

し
た
。
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(4
)
以
下
に
掲
げ
る
文
献
あ
る

い
は
石
清
水
八
幡

の
縁
起

に

つ
い
て
は
、
注
2
吉
原
論
文
や
同
氏

の

「『
金
剛
般
若
経
験
記
』
逸
文
を
め
ぐ

っ
て
i

三
善

 

為
康
1
」

(『解
釈
と
鑑
賞
』

55
i

10
、
平
2
)
の
ほ
か
、
村
田
正
志

「石
清
水
八
幡
宮
創
建
に
関
す

る
二
縁
起

の
流
伝
」
(『
坂
本
太
郎
博
士
頬
寿
記
念

 

日
本
史
学
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭

58
)
な
ど
参
照
。

(5
)
『
宮
寺
縁
事
抄
』
巻
三

(『
神
道
大
系

神
社
編
七

石
清
水
』
所
載
翻
刻
)
所
収
本
文
に
拠
る
。

(6
)
『諸
縁
起

口
不
足
本
』

(『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』

二
所
載
翻
刻
)
所
収
本
文
に
拠
る
。

(7
)
『
諸
縁
起

口
不
足
本
』

(『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
』

二
所
載
翻
刻
)
所
引
逸
文
に
拠
る
。

(8
)
少

々
時
代
が
下

る
が

『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
巻
十

一

(現
代
思
潮
社

刊
翻
刻
)

に
も

「大
安
寺

住
僧
行
教
大
法
師
、
参
宮

一
夏
九
旬

之

 

間
、
奉
レ
増
二法
楽

一」
と
、
同
様

の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
『
続
古
事
談
』
が

「寛
治
八
年
江
記
」
を
出
典
と
し
て
い
た
の
な
ら
ば
、
『
続
古
事
談
』

の
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

む

 

文

の
方

に
問
題
が
あ

っ
て
、
本
来
は

「法
楽
ま
し
た

て
ま

っ
る
」
で
あ

っ
た

の
が
、
「ま
」
が
誤
脱
さ
れ

て
現
伝
諸
本

の
本
文

「法
楽
し
た
て
ま

つ
る
」

 

と
な

っ
た
、
と

い
う
よ
う
な

こ
と
も
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

(9
)
吉
原
浩
人

「『
筥
崎
宮
記
』
考

・
附
謬
註
」

(『
東
洋

の
思
想
と
宗
教
』

7
、
平

2
)
所
載
本
文
に
拠
る
。

(10
)
第

21
行

の

「雅
信
」
「重
信
」
は
敦
実
親

王
の
第
三
・四
男
だ
が
、
『
古
事
談
抜
書
』

16

(池
上
洵

一
編
著

『
島
原
松
平
文
庫
蔵
古
事
談
抜
書
の
研
究
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノ

ノ

 

 

 

 

 

 
ニ
ハ
リ

 

 
 
ノ

 

 

メ

 

和
泉

書
院
、
昭

63
)

で
は
、
保
延

の
火
事
に

つ
い
て
記
し
た
あ
と
、
「此
親
王
御

子
タ
チ

ハ
、
ヲ
リ

フ
シ
ノ
御
節

参

ア
ヒ
テ
、
御
供
御
陪
膳
被
レ
勤
ケ

 

リ
」
と
続
け
る
。

(
11
)
磯
水
絵

「『
続
古
事
談
』

の
編
纂
意
識
に

つ
い
て
」

(『
説
話
文
学
研
究
』

11
、
昭

51
、
磯
水
絵

『
説
話
と
音
楽
伝
承
』
再
収
、
和
泉
書
院
、
平

12
)。

(
12
)
吉

原
浩
人

「『
続
本
朝
往
生
伝
』

の

一
考
察
1

「極
楽
之
新
主
」
に

っ
い
て
ー
」

(『
仏
教
論
叢
』

26
、
昭

57
)
。
新
城
敏
男

「中
世
石
清
水
八
幡
宮

に

 

お
け

る
浄
土
信
仰
-
本
地
阿
弥
陀
説
を
中
心
に
ー
」

(『
日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』

2
、
昭
54
)
な
ど
も
参
照
。

(
13
)
「大
江
匡
房
と
八
幡
信
仰
」

(『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
集

9
、
昭
58
)
な
ど
。

(
14
)
「『
石
清
水
不
断
念
仏
縁
起
』
考

・
附
訳
註
ー

延
久

二
年

の
後
三
条
天
皇

・
大
江
匡
房
と
八
幡
信
仰
ー
」

(和
漢
比
較
文
学
叢
書
第
四
巻

『中
古
文
学

 

と
漢
文
学

H
』
汲
古
書
院
、
昭

62
)。

(
15
)
こ
の
問
題
や
そ
の
周
辺

の
問
題
に

つ
い
て
、
『
続
古
事
談
注
解
』

の
ほ
か
、
注

2
吉
原
論
文

「石
清
水
人
幡

の
縁
起
」
あ

る
い
は
田
村
憲
治

「『続
古

26



 

事
談
』
編
者

の
説
話
意
識
」

(『
中
世
文
学
研
究
』

14
、
昭

63
)
な
ど
、
参
照
。

(
16
)
法
輪
寺
や
虚
空
蔵
信
仰
に

っ
い
て
は
、
中
村
雅
俊

『
虚
空
蔵
信
仰
の
研
究
』

(御
影
史
学
研
究
会
、
昭
62
)
同

『
虚
空
蔵
信
仰

の
伝
播
と
受
容
ー
民

 

俗
宗
教

の
歴
史
地
理
学
的
研
究
1
』

(関
西
大
学
博
士
論
文
D
T
/

A
/

L
m
/
1
)
佐
野
賢
治

『
虚
空
蔵
菩
薩
信
仰

の
研
究
-

日
本
的
仏
教
受
容
と

 

仏
教
民
俗
学
ー
』

(吉
川
弘
文
館
、
平
8
)
や
同
編

『虚
空
蔵
信
仰
』

(雄
山
閣
、
平

3
)
に
収
載
さ
れ
る
諸
論
な
ど
、
参
照
。

(
17
)
小
山
田
和
夫

「『法
輪
寺
縁
起
』
所
載
道
昌
略
伝
に

つ
い
て
ー

『
日
本
三
代
実
録
』
道
昌
卒
伝
と

の
関
係
を
中
心
に
…
己

(『
立
正
史
学
』
45
、
昭

54
)。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
の
のけ

 

な
お
、
道
昌
に

っ
い
て
は
、
竹
居
明
男

「『
続
日
本
後
紀
』
の

「物
権
」
記
事
-
仁
明
朝

の
宮
廷
と
僧
道
昌
1
」

(『
文
化
史
学
』

45
、
平
1
)
な
ど
参

 

照
。
ま
た
、
道
昌
が
深
く
関
係
し
た
広
隆
寺

の
縁
起
に
関
し
て
は
、
本
誌
に
拙
稿

「埋
も
れ
た
縁
起

・
埋
も
れ
た
地
蔵
…
近
世
改
編
広
隆
寺
縁
起
と
同

 

寺
十
輪
院
埋
木
地
蔵
縁
起
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(『女
子
大
国
文
』

32
、
平

14
)
を
寄
稿
し
た
こ
と
が
あ
る
。
小
稿
は
、
そ
う
い
う
意
味

で
そ

の
拙
稿
と
連

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1

 

絡
す
る
面
を
持

つ
。

(
18
)
西

口
順
子

「無
動
寺
蔵
本

『鞍
馬
縁
起
』
に

つ
い
て
」

(『
史
窓
』

25
、
昭
42
、
西

口
順
子

『
平
安
時
代

の
寺
院
と
民
衆
』
再
収
、
法
蔵
館
、
平

16
)

 

収
載
翻
刻
に
拠
る
。

(
19
)
薗
田
香
融

「嵯
峨
虚
空
蔵
略
縁
起
ー

あ
る
密
教
寺
院
に
関
す
る
覚
書
1
」

(『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
5
1

1

・
2
、
昭
31
)。
な
お
、
日
蓮
も
、
求

 

聞
持
法
修
行

に
際
し
て
の
自
ら

の
奇
跡
体
験
を
記
し
て
い
る
。
注

16
諸
論
や
璽

田
義
遜

「日
蓮
聖
人
の
虚
空
蔵
菩
薩
祈
誓

に
就

て
」
(『
法
華
』
27
1

3
、

 

昭

15
)
戸
頃
重
基

「真
言
密
教

の
日
蓮
教
学

へ
の
影
響
」

(『
日
蓮
教
学

の
思
想
史
的
研
究
』
冨
山
房
、
昭

51
)
参
照
。

(
20
)
新
間
水
緒

「説
話
集
と
八
幡
信
仰
1

『
最
澄
伝
』
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『国
語
国
文
65
-

4
、
平

8
)
な
ど
参
照
。
例
え
ば
図
録

『
八
幡
信
仰
と
そ

の

 

遺
宝
』

(大
分
県
立
歴
史
博
物
館
、
平

13
)
も
、

「弘
法
大
師
と
八
幡
信
仰
」

の
章
を
立
て
る
。

(
21
)
薗
田
香
融

「古
代
仏
教
に
お
け
る
山
林
修
行
と
そ
の
意
義
-
特
に
自
然
智
宗
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
平
安
佛
教

の
研
究
』
法
蔵
館
、
昭

56
)
な
ど
。

(
22
)
大
日
本
仏
教
全
書
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『大
安
寺

の
美
術
』

(大
安
寺
、
平

11
>
に
は
江
戸
期

の
写
本

の
写
真
が
掲
載

さ
れ

て
い
る
。

(
23
)
法
印
行
清

の

「を
と

こ
山
あ
と
た
れ
そ
め
し
袖

の
上
の
ひ
か
り
と
み
え
て
う

つ
る
月
か
げ
」
と
い
う
歌
が
、
『
続
拾
遺
集
』

(新
編
国
歌
大
観
)
に
収

 

載
さ
れ
て
い
る

(
一
四

一
四
番
歌
)
。

こ
の
上
句
に
は
、
行
教

の
袖
上
に
八
幡

の
本
地

阿
弥
陀
が
影
現
し
た
と

い
う
話
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
だ

ろ
う

 

か
。

「袖

の
上

の
ひ
か
り
」
に

つ
い
て
は
、
影
現
後

に
天
皇
・公
家
が
袖
を
実
検

し
た
時
の
こ
と
と
し
て

「袖
上
御
暎
放
レ
光
見
在
」
と
す
る

(た
だ

し
、

27

 

八
幡
本
地
衣
上
影
現
説
話
展
開
の
諸
相



 

こ
の
場
合
、
影
現
し
た

の
は
釈
迦
三
尊
)
、
『
大
安
寺
塔
中
院
建
立
縁
起
』

の
記
事
あ
た
り
が
参
照
さ
れ
よ
う
か
。
そ

の
光
を

「月
か
げ
」
と
す
る

こ
と

 

に
は
、
例
え
ば

『
八
幡
愚
童
訓
』

乙
本

(日
本
思
想
大
系
)

「御
体
事
」
に

「大
菩
薩
も
勅
使
清
丸
が
為
に
現
じ
給
し
時
は
、

、
月

の
如
く
し
て
光
明

 

か
ゴ
や
き
て
、
眼
を
む
か

へ
奉
事
な
か
り
し
が
」
と

い
う
よ
う
に
、
八
幡

・
阿
弥
陀
が
し
ば
し
ば
月
に
擬
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
、
関
わ

っ
て
い
よ

 

う
か
。
さ
ら
に
、
例
え
ば

『
新
古
今
集
』

(新
日
本
古
典
文
学
大
系
)

一
二
七
三
番
歌

「わ
が
涙
も
と
め
て
袖
に
や
ど
れ
月
さ
り
と
て
人

の
か
げ

は
見

 

ね
ど
も
」
(良
経
)
と
い
う
よ
う
に
、
涙
を
介

し
て
袖
に
月
が
宿
る
と

い
う
こ
と
が
多
く
歌
わ
れ
る
、
そ

の
こ
と
と
も
連
関
す
る
と

こ
ろ
が
あ
ろ
う
か
。

 

そ
し
て
、
月

の
如
き
八
幡

・
阿
弥
陀
、
あ
る
い
は
月
そ
の
も
の
が
、
袖
に
宿

る
の
な
ら
、
明
星
が
、
明
星
天
子
が
、
さ
ら
に
は
そ
の
本
体
た
る
虚
空
蔵

 

菩
薩
が
、
同
様
に
袖
に
宿

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
、
と
、
そ
ん
な
風
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
面
も
、
あ
る
い
は
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

〈付
記
〉

●
引
用
に
際
し
て
は
、
特
に
断

っ
て
い
な
く
て
も
、
通
行

の
字
体
に
改
め
た
り
、
句
読
点

・
返
り
点
を
私
に
施
し
た
場
合
が
あ
る
。

●
中
前
担
当
昨
年
度
三
回
生
演
習

の
後
期
に
お

い
て
、
法
輪
寺
を
取
り
上
げ
た
受
講
生

の
発
表
が
あ

っ
た
が
、
小
稿
は
、
そ
れ
を

一
つ
の
契
機
と
し
て

 

成

っ
た
も
の
で
あ
る
。
演
習
時
間
中
に
は
、
小
稿
に
て
述
べ
た
よ
う
な

こ
と
に
は
全
く
思

い
至

っ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
そ
の
後

の
検
討
に
基
づ
く
も

の

 

で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味

で
小
稿
は
、
昨
年
度

三
回
生
演
習
受
講
諸
姉
に
向
け
て
の
、
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
の
補
足

コ
メ
ン
ト
と

い
う

こ
と
に
も
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(本
学
教
授
)

28


